
別記第 I号様式 支 出調 室
閏
，

代表者 経理責任者 起案者

会派名 信参 己診 高橋善場
日本共産党郡山市議団

分， 金額区 事 由 費 目 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料
l' 

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

f 資料作成費 食糧費 日1

振込料
1 

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 会派市議会だより発行 広報誌(紙) 報告書等印刷費 19, 250 
送料(折込料含む) 19, 250 掲ウェ7ページ載代.

茶菓子代
r 

振込料
{ , 

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料
も

、

交通費 旅費

要陳 請 自動車燃料費 資料作成費
5 情活動費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

振込料筆耕料 . 
，目、 , , 

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 購新読聞料( 日刊紙) 雑誌等購読料

有等料利デ用料ータベース 振込料
、

社会保険料等.賃金
9 人 {牛 費

振込料

備品購入費 |事リ務ー機ス器代-等
lO 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料, 
、

郵便料等
、

通動信車運燃搬料
電話料等(按分)

11 自費、 l 自(按動分車燃)料費 その他
、 ‘。

支出年月日 2021年8月 4 日 現支金出出番納号簿 ¥3 合計 19, 250 
, ノ .., 

t 、



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 β 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

3zz廿号三企品ι;ιiJ 送料(折込料含む)

• 

支出費目を記入

支出目的 一一ω山一..._-一一一回一一一---一一“一一_......締由一“一一輔自ー句"一・句mー・・・一一一叩叩-一"明白山--一一一一一--・........_-嗣ー・"問由自由一一一叩胴一一』町一-'一一--...“_.-・一一回目町一一ムー…・・一一一一叩._--_...._.._...

{支出事由)
会派市議会だより新聞折込料

‘ 
市議会だよりを 7 月 2 5 日朝刊に 5'0.0 0 枚折込

内 イHゴ"'"ー
"1'町・ゅ・e伺"句句"ー・叩-自由句-・m・・ーー--・m・_.-・叩・..._..... ・・・叩叩問開明開・・・-割問a・"一ー・一 "喝句"ー._.-品目--_.・・..-叩・句"幅輔自白町一ー句..叩"“・ー...“...“ " ・・・m・m・・-_.... ・・縄問..ー山知叩・・・ー"・・m“自--.，..開働申叩-銅山・・向..・ω締_.......田守・・m・......・ 一・・・・

支出年月日 支 出

2021年
株式会社 ケンオリ

7月 19 日 , 

上記のとおり支出しまず。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

先 支出金額
ゐ\、 F 

19 ， 250 円

議員氏名 高橋善治翁

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



別記第11号様式

票理整等
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※複数の領収書等を貼る場合は、重私らないように貼付してくださいロ

• 
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• 折込確認書兼折込明細書• 
024-932-1903 

ー岨.!.J
いつもお世話になっております。
ご発注頂いた内容(折込日・サイズ・枚数など)
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必要書類

折込広告の
納品方法

-ー一空____ _JJ____ __~_ __1呈意ゑ__ _ _ _>5_ _ _ _ _ _ _ _ __息地.--
各納品先郡山本社 5 , 000 
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.配送斜___l._L __________5_,JHl 0._ _ _~___ ___0 ~_4_0_0______L配送税金---... 

備考(折込地区等)

-2.000 

ぜち練式会社ケシオリ
~ TEL 024 (944) 8400 

議新聞の銘柄指定および地区指定は完全には出来ませんので御1~下さい.
来折込司 3 目前までに修正・変更の連絡をいただけない場合は、上記肉容にて折込致し曹す.

| 申込完了確認日時 |申込者確認(サイン・印) I 
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• 3 按分割合

五 7 X 100 = 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 19, 250 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・ 4 温

( 1 円以下切り上げ)

支出額 19， 250 円一世=対象経費 19 ， 250 円

• 



• 暮らしも.変な時だから災害多発、
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小
学
校
-

1 年生 2年生 3 年生 4年生 5年生 6年生

守山小 55 68 65 61 74 63 

御代田小・ 10 14 13 10 9 8 

高瀬小 44 37 35 41 46 34 

谷田JII小 6 7 9 12 9 13 

合計 115 1 26 1 2.2 1 24 138. 1118 

地区内小学校の児童数(令和 3年 5 月 1 日現在)

Ft.d=J日:;;:J::::;I

-可ト叶ぐ-1- l~.! .~ 

令和 2 年度イノシシなどによる

農作物被害と対策
農作物の被害〈金額)単位千円

今後の新入学予定者数〈令和3年5用 1 日現在) *今後の転入転出等で変化します。

令和 4年 令和 5年 令和 6年 令和 7年 令和 8年 令和9年

守山小 59 1131 48 31 18 23 

御代田小 19 15 21 19 14 14 

高瀬小 33 41 .39 ‘37 32 24 

谷田)If小 12 10 5 12 10 10 
合計， 123 ぜ 97 113 99 74 71 

田村町 郡山全体

イノシシ 913 4948 

ハクピシン 972 5517 

力ラス 52 258 

その他 77 1386 

合計 2014 12109 

~S-? 
仰臥

この道路については昨年 7 月にこの市議会だよりで建設計画をお知らせし

ました。この度、工事入札が終わりましたので概要をお知らせします。完成後

は安積永盛駅を利用する通学生が歩道として活用しやすい対策が望まれます。

@笹川大橋と同じ高さまでの阿

武隈川堤防かさ上げ工事は国が

行います。

@かさ上げされた堤防から日大

通りまで下りる道路を郡山市が

っくります。(堤防取付道路)

@道路工事の入札が 4 月 27 日

に行われました。落札者は市内事

業者です。工事請負額2608万

円、道路幅 5 メートノレ。

.工期は 1 2 月 24 日まで。

平成29年 平成 30年 令和 1 年 令和 2年

回柑町 18 27 3ア 92 

中田町 23 41 

?五
85 

西田町 10 8 9 

熱海町 102 . 152. 130 385 

湖南町 62 205 150 491 

逢瀬町 32 30 53 9.7 

その他の地区 37 80 71 104 

郡山市合計 287 543 499 1263 

地区別イノシシの捕獲頭数

、

. . 
-・.
9 ・. 

-・. 
、

笹川大橋の歩道と日大通りを結ぶ

堤防取付道路が年末完成ヘ

田村町地区内 2021 年度

防犯灯設置予定箇所
設置予定箇所.

1 上行合字亀河内 147

2 小川字下回

3 守山字小姓町121

4 金沢字三斗蒔

5 金沢字西;ノ田

6 徳定宇水口畑

7 ・ 8 徳定宇中河原 141・6東側に 2灯

9.10 栃本宇龍ケ馬場l乙 2灯

11 糠塚字牛骨

12 糠塚字反田 36

-e 

令和 2 年度悶村町地区のイノシシ用<<りわな

と電気柵の設置実績

120個くぐ・りわな

電気柵設置

郡山市区画整理課作成の略図

雄一\ 守地域からの要望は 22 箇所。うち 12

電27〔 箇所が当初予算に計上されましたe
~ ミ~ム肺

-盛圃園 、レ

6.之O 駒何ラ

,/ 36.3 hι院\\ー

市鴎舎
だより

60，900~ji; 

2021 年 7 月発行 日本共産党郡山市議団

発行責任者高橋善治

上沼原 4-1.9



無用な被ぱくを避けるために為こしてください。l
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今年の山棄の放射能 依鍵としてコシアプラは薗辺康

自家消費用山菜のうち、コシアブラ、タラノメの放射能検査結果
検査機く非破壊式レギユーム〉その 1 単位:ペクレ}\;/kg 検査機く非破壊式そのままはかる NDA> 単位:ペクレル/kg

昂名 採取地 検査日 セシウム 検出限界値

134+137 セシつム1.34+137

コシアブラ 喜多方市 4月 21 日 76.1 16.0 
コシアブラ 田柑町栃山神 4月 20 日 214.2 15.7 
コシアブラ 中田町高倉 4 月 23 日 246.2 16.9 
コシアブフ 耶麻郡西会津町 4月 27 日 33 10.0 
コシアブフ 大沼郡金山町 5 月 7 日 500.2 14.2 
コシアブラ 大沼郡金山町 5 月.11 日 503.1 9.7 
コシアブラ 湖南町馬入新田 5 月 7 日 41.0 11.0 
コシアブフ 耶麻郡猪苗代町 5月 7 日 167.8 22.5 
コシアブラ 耶麻郡猪苗代町 5 月 10 日 266.4 14.9 
コシアブラ 耶麻郡磐梯町 5 月 13 日 166.9 13.6 
タフjメ 会津若松市 4月 26 日 33.9 9.1 
タフノメ 茨城県太子町 4月 19 日 11.6 7.1 
タフノメ 太沼郡三島町 4.月1'6 日 不検出 15.0 
タフノメ 郡山市 4月 27 日 91.9 16.9 
タフノメ 熱海町石鐘 4 月 30 日 不様出 16.9 
タフノメ 湖南町 ~~月 26 日 52.6 15.9 
タコノメ 湖南町 4月 30 日 不検出 16.8 
タフノメ 湖南町中野 4月 23 日 不検出 15.3 
タフノメ 湖南町中野 -4月 23 日 不検出 12.2 
タフノメ 湖南町福良 4月 30 日 不検出 9.9 
タフノメ 湖南町三代 4月 26 日 25.7 9.9 
タフノメ 回柑町栃本 4月 15 日 不検出 12.6 
タフノメ 郡山市深沢 4月 5 日 不検出 13.2 
タフノメ 田柑郡三春町 4月 13 日 33.8 15.1 
タフノメ 宮城県 4 月 28.日 32.1 13.3 
タフノメ 耶麻郡猪苗代町 4月 30 日 68.5 9.2 
タフノメ 耶麻郡西会津町 4月 27 日 不検出 13.9 

タラノメ 会津若松市 5 月 6 日 19.4 17.8 

タラノメ 会津若松市 5 月 6 日 不検出 16.4 

タラノメ 郡山市中田町 5 月 7 日 27.9 14.2 

タラノメ 須賀川市 5 月 14 日 不様出 192 

タラノメ 福島県 5 月 10 日 不検出 19.5 

タラノメ・ 耶麻郡猪苗代町 5 月 7 日 35.6 17.7 

. . , . 

'‘h 

. ~ -. . 

、-

昂名 採取地 接査日 セシウム セシウム 134 セシウム セシウム 137

134 検出限界値 137 検1 出0限.界3値
コシアブラ 回柑町金沢 4用20日 不検出 14. 0 383.2 

コシアブラ 西田町高柴 4眉23日 不検出 14. 0 369.8 1 O. 1 

コシアブラ 山形県 4月27日 不検出 12. 9 17. 3 1 O. 2 

コシアブラ 南会津郡只見町 5用 10日 不検出 13. 3 29. 8 1'0. 7 

コシアブラ 耶麻郡諸苗代町 5月 1 1 日 15.5 1 1. 0 378. 6 1 0.-0 

タラノメ 安達郡太玉柑 4用23日 不検出 12. 4 不検出 9. 8 

タラノメ 石川郡石川町 4用30日 不検出 10. 8 不積出 9. 1 

タラノメ 喜多方市 4且 19日 不検出 10. 9 不検出 9. 0 

タラノメ 逢瀬町 4用 29日 不検出 11. 3 .不検出 9. 6 

タラノメ 中田町 4用 1 9 日 不検出 12. 5 不積出 1 O. 4 

タラノメ 中田町赤沼 4月20日 不検出 10. 5 不積出 8. 6 

タラノメ 西田町鬼生田 4用28日 不検出 10. 6 不積出 9. 0 

タラノメ 舞木町 4用23日 不積出 7.0 14. 3 4. 8 

タラノメ 須賀川市 4月30日 不検出 13. 4 不横出 1-O. 7 

タラノメ 田柑郡三春町 4用23日 不検出 11. 9. 16. 7 1 O. 4 

タラノメ 栃木県 4用28日 不検出 8.9 42.5 7. 2 

タラ;ノメ 南相馬市 4用5日 不検出 10. 3 不積出 8. 6 

タラノメ 宮城県栗原市 4月23日 不検出 10. 7 49.5 9. 2 

タラノメ 耶麻郡猪苗代町 4用25日 不検出 10. 2 16. 5 8. 5-

タラノメ 安達郡太玉柑 5用5日 不検出 10. 4 52. 3 8. 5 

タラノメ 湖南町中野 5用↑O日 不検出 9. 3 不検出 8. 0 

タラノメ 田村町金屋 5局 19日 不様出 13. 6 112. 3 1 1. 1 

タラノメ 西田町鬼生田 5用6 日 不検出 10. 0 53. 9 8. 4 

タラノメ 舞木町 5月20日 不検出 11. 6 不積出 9. 5 

タラノメ 田柑郡三春町 5月 13日 不検出 11. 9 不検出 9.8 

1575.Jメ 双葉郡川悶柑 5用6 日 不検出 12. 3 不様出 10. 0 

市民が自家消費用に採取して行政センターなどの検査所に持ち込んだ物の測定結

果です。採取地は申告地です。



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 惨 ⑧ 2三空

高橋善占

日本共産党郡山市議団 , 

区 分 事 由 費 目ー. 金 額 小計

交通費 旅費
町

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

-、 資料作成費 食糧費

振込料
j 

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 会行派「市議会だより」発 広報誌(紙) 264, 000 報告書等印刷費 396, 825 
送料(折込料含む) 132, 825 ウェプページ掲載代

茶菓子伐 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
1 

印刷製本費 > 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料, 
-ノ 1 

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新購読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有料百ータベース
等利料 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 事リ務ー機ス器代等
10 事務、所.費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動車燃料費 自(按動分車燃〕科\費 その他

支出年月日 2021年8月 8 日 現支金出出番納号簿 14 合計 396, 825 
1 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 r4

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

広報誌(紙)

支出費目を記入
, 

支出目的
会派市議会だより (6 月定例会)印刷

(支出事由)

市議会だより 4 0 0"0 0"枚の印刷代金
ト一一一一一 ……一一一一一一…… 一… …ー.

内 ~ゴt・・
、

-一一命町一一--・回目白一--畑一一ーー......._\.._-一--ω由叩一一"一一ーー-----一一_.-ー}曲目ωー・目白司m・・目白畑伊自由・--ー『司句一一一目的---‘何一山由句"甲山・E叩一一倍町四一山“一....--・・一一一

支出年月日 支 出 先

2021年
有限会社郡山共同印刷

8月 4 日
" 

'上記のとおり支出します。

、

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

j 

議員氏名

-※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

2.6 4 0..0'0 円

高橋善治(翁
1 

※欄内に貼イ寸できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。

.' 



/ 

別記第11号様式

百
ホ

理整等書収領

日;ネ芸者L支郡山卒 tZ 偶様
日. .、会:額二、ド|“:に Hて二‘行、‘|、、三;1

|"".'η:' ，t3':t'9:'1 ~~II(翠L:ぷ |;:fliジ\\
但ぷ!衿専念，だ\J Ij 向bidtJ，鮒tttヰザム;会内

No. 喜正収容貢

、

、

、

, ' 

4 

、，

GR16l-9 

日
e 岨.

~，hー8 月

子963~8∞4 福島

詑郡
取締役社長
電話 (0

;16ぷ/年

/ 
/ 

消費税額等(%)

ー ι.. .... 一句、b ・ '. 

訳

現金

小初手?

手形

内

• l

i

-

-

f

 • 

中市山郡県島福山V
M
-

8

問
羽
詰

抑
制
限
社
締
電

利
有
会
取

3 
"'¥ 
明、み.2 6 ょ/

芝jfiALit ギ 3t px 品:毛主主主

1 

---'_""t.t 

ei 

L
‘ ~.t 

-，戸

、，‘ー

E

守

、
I
t--z 

A
a
r司

ぷ以 niiiLF，令 t-~ ..L !) 
‘.場、、h省、

ギ巧 j売\::打)ぺ必~
::.J ,. 

，、

、コ

r;:. 
・3

，.、

亡3

※複数の領収菩等を貼る場合は、重T~bないよっ t乙貼fすし l '¥ Iこ d 川



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 皿X 2 面 207， 044 mnl ・ 1 

2 対象外面積

① o m皿× o mm= 。

② mmX mm コ=

③ mmX mm二三

④ mmX mm= 

⑤ mmX mm二

言十 。

3 按分割合

立 ﾗ 100 対象外按分率

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率

mnl 

mnl 

皿i

mnl 

m面

m品. . . 11 

。 % 

o % = 0 p:j.. 'iii 

(1円以下切り上げ)

支出額 264, 000 円 m 二対象経費 264, 000 円



8
月
議
会
現

ん
報
告
"
む
も
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W
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郡
山
市
議
会
の
6

月
定
例
会
が
、
6

月
ω
日
(
水
)
に
終
了
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
代
表
質
問
、
一
般
質
口

問
、
常
任
委
員
会
審
査
を
通
し
て
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た2
つ
の
施
策
に
関
わ
る
予
算
議
案
1

件
、
条
例
議
案
1

件
に
つ
い
日

て
反
対
し
ま
し
た
が
、
市
提
出
議
案
は
す
べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
疋
。

ま
疋
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
疋
6

件
の
請
願
の
う
ち
、
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
れ
た4
件
の
請
願
に
つ
い
て
、
共
産
党
川

市
議
団
は
、
最
終
日
の
本
会
議
で
採
択
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
①
岡
田
議
員
の
代
表
質
問
と
高
橋
議
員
の
一
般
質
問
、
②
市
議
団
が
反
対
し
た2
つ
の
施
策
の
日

問
題
点
、
③
否
決
さ
れ
た
4
件
の
請
願
に
つ
い
て
の
見
解
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

るどし質向省化大と答規策質る考のにの 3 答増質~
設準、聞を力、切、弁模強問。慮、方は 3 人弁設問| 強

立備こ・注化パで小;濃化; しをこ 4 だ; '1こ'" 塞
・と作の郡視なイあ規語、家は郡 て受の 3 が特つ市 ιl璽
隈業閉山しどプる模定へ避山 、け数人、養い民[て司=
宰をシ市てでハ。農農のけ市 特入がを申ホての|\
d 行ユ 1;: い支ウ高家業支ての 養れ 4 緊込 i 、要| L 
れつタ五三援ス収の者援通持 ホる 1 急者ム市望卜-a

し等益経、がれ続 l た 1 性りの悶の|一一F
有きトデ てのが営農必な的 ムめ人のつ入さ強 1地殻
1.) :;.-~ ・ い施 μーの業要いな の、に高ち所つい十証言(

ijj;;場探325?iii弓 132
と、先域 得 I れ継どいあ済 備画る者 3 はい金閣議

出??;izf15 脱出巧韓
議り依の つ新の援手 得た 1 '0 ん捉在月 れ惇笠
極民・の設 い技生し農 補め 9 床でえ宅現 る I i己実
的問視立 て術理て家償食 りのい、ま在 特 3s
h 事・察方 は活 いは を料 床別る 2 だーだ 養じて'・R
ぷ業を針 、用 6 く勿 含自 と途。 0 は 1 ホ川\ ,; 

かJ者行を 国に次こ論 め給 し・整こ 2 入、札 l いて\
わにう ι決のよ産との たの で備れ 3 院ぜ ム
り誌な定 動る業はこ 小対 いをら年中 6 の

料保で討パいい区慮す答検優まかう質
の存はし i てて王すれ弁討先た。・に問
保、、て読は検公るぱ;す性、混自;
存地歴いみ、討共必防安ベをコ雑由新
な震史く取新し施要犯全き考ロ対に駐
どや資。り υ て設がや安でえナ策主主車
、水料事・ゲ 7 い連あ放心はれ禍はお場
こ害や業・1 1 く絡る置のなばの考立は
れ、公のト〆.。会が車駐い、市え“
ら疫文優のの混等、両車か事民て利こ
を病書先設設雑で今対環。業生い用れ
未なの性置置対運後策境 の活るでま
来ど適のなや策用麓なを 休支のきで
にの切間どナ・にに山ど重 止援かるの
継資な題検ンつつ地考視 もの。・のよ

市
営
住
宅
管
理
へ
の
指
定
審
理
者
制
鹿
導

λ
に
つ
い
て

質
問
;
生
活
困
窮
世
帯
に
、
安
価
で
良
質
な
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
市
の
直
営
方
式
で
こ
そ
可
能
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
公
営
住
宅
法
上
、
市
が
行
予
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
公
権
力

の
行
使
」
に
該
当
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
に
委
託
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
入
居
の
決
定
や
家
賃
の
算
定
等
は
、
引
き
続
き

市
が
実
施
す
る
。
指
定
管
理
者
に
対
し
て
は
、
入
居
者
募
集
や
入
退

去
の
手
続
き
の
ほ
か
、
修
繕
や
設
備
点
検
な
ど
の
維
持
管
理
業
務
等

を
委
託
す
る
。
入
居
者
募
集
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
の

上
、
募
集
物
件
を
選
定
す
る
。

司
剖
列
斗
d
3
s
i
l
l
-
-
I
l
l
I
1
1
1
1
1
f
l
-
I
l
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1

t

市
役
所ω
デ
ジ
タ
ル
化
纏
進
と
職
員
数
削
減
に
つ
い
て

質
問
・
ム
ア
ジ
タ
ル
化
推
進
が
、
職
員
数
削
減
に
直
結
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
?

答
弁
;
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
職
員
の

働
き
方
改
革
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
.
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
ど5
レ

ス
の
推
進
で
、
業
務
量
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
よ
り
生
み
出
し
た
時
間
を
最
大
限
に
活
用
し
、
更
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

質
問
;
台
風
被
害
や
コ
号
、
寸
領
本
ど
大
災
害
暁
に
お
け
る
市
職
員
の

役
割
の
重
要
性
は
明
白
に
な
っ
て
お
り
、
一
方
的
な
職
員
数
削
減
路

線
は
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
能
率
的
な
行
政

運
営
を
図
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、
適
正
な
職
員
数
の
管
理
に
努
め

て
き
た
。
本
市
の
職
員
数
は
、
2
0
1
1

年
の
2
、

0
2
4

人
に
対

し
、
本
年
は
1
、

9
9
4

人
と
3
0

人
の
減
。
2
0
2
0

年
度
か
ら

導
入
し
土
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
、
今
年
は
1

、

3
2
7

人

(
職
員
総
数
の
約4
割
)
を
任
用
し
た
。

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
地
域
新
電
力
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
関
連
事
業
者
、

ス
テ
l

ク
ホ
ル
ダ
ー
(
利
害
関
係
者
)
と
の
合
意
形
成
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
に
参
画
の
意
思
を
示
す
地
元
企
業
が
増
え

る
状
況
に
あ
る
他

A

昨
冬
の
電
力
市
場
の
高
騰
な
ど
、
検
証
す
べ
き

課
題
が
多
い
。
引
き
続
き
、
・
ス
テ
!
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
意
見
交
換
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
の
関
与
の
在
り
方
も
検
討
し
て
い
く
。

のデ;
第 '1"1，， 宅
2 タ
弾株
.の:

L宅ス
重ク
生リ
徒 l
，、ー別

のり

隼 ~J
理績;
居室;
目白 、

堅緊 i
IE 急
三支
，て提包

ぞ者
.~，・

質
問
;
従
来
型
よ
り
感
染
力
が
強
い
と
い
わ
れ
る
デ
ル
タ
株
(
イ

ン
ド
型
)
の
今
後
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
は
?

答
弁
;
4

月
か
ら
週
1

回
、
変
異
株
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

実
施
し
て
き
た
。
直
近
で
は
、
検
査
事
例
の
す
べ
て
が
「N5
0

1
Y

変
異
株
」
(
イ
ギ
リ
ス
型
)
で
あ
る
。
6

月
か
ら
は
、
郡
山

市
と
し
て
検
査
体
制
を
整
備
し
、
ま
ず
「
N
5
0
1
Y

変
異
株
」

の
検
査
を
先
行
さ
せ
、
陰
性
だ
っ
た
検
体
に
つ
い
て
「
L
4
5
2
R

変
異
株
」
(
ヂ
ル
タ
株
)
の
検
査
を
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問
;
7

月
以
降
の
事
業
所
の
売
り
上
げ
減
少
に
対
応
す
る
緊
急

支
援
給
付
金
の
第
2

弾
が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
今
後
の
ヨ
ロ
ナ
・
感
染
状
況
や
?
ク
チ
ン
接
種
率
、
給
付
金

申
請
状
況
な
ど
踏
ま
え
た
上
で
、
事
業
者
な
ど
関
係
者
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

質
問
;
生
理
用
品
の
配
置
場
所
を
保
健
室
だ
け
で
な
く
、
女
子
ト

イ
レ
に
も
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
家
庭
の
貧
困
に
よ
り
心
身
の
健
康
に
開
票
を
有
す
る
児
童

生
徒
も
多
く
、
生
理
用
品
を
配
布
す
る
に
↑

d
.
b

あ
だ
っ
て
も
養
護
教
諭
等
の
教
育
相
談

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
ト
イ

m

レ
へ
の
毘
置
で
は
な
く
保
健
室
で
の
配
持

付
を
考
え
て
い
る
。
生
理
用
品
購
入
経

費
は
5
3
1

万
円
。

\、J / 3ðユよ伽飢

.4 習も

高橋善治

省・FAX 955 ・ 3093

4 込山ラ

得
砂
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唱
団
日

F
「

岡
宮

十
{
仮
称
マ
…
慶
尚
栴
繍
積
一
・
公
文
書

一
館
建
綬
に
伴
う
立
体
駐
車
場
の

一
整
備
に
つ
い
て

H
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よ
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h
v
・
‘
，

a
ι
h
』

M
書
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Q
U

だ
一
一
岳
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一
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雨
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議
一
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市
恥
附



(2) 

現在の『歴史資料館J
(郡山市HP より)，.

承
す
る
こ
と
は
す
る
こ
と
は
私
た
ち

の
大
き
な
責
務
だ
。
立
体
駐
車
場
は

車
中
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
有

し
、
防
災
コ
ン
パ
ク
ト
都
市
の
一
環

で
も
あ
る
。
国
の
補
助
金
等
も
有
効

活
用
で
き
る
の
で
(
整
備
計
画
を
)

推
進
し
て
い
く
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

質
問
;
子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
措
置
が
未
就
学
児
に
限
っ
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
福
島
市
の
よ
う
に
市
独
自
の
軽
減
策
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
;
未
就
学
児
の
均
等
割
の
減
免
に
係
る
本
市
の
負
担
額
は
、
未
就

学
児
1
6
8
2
人
で
約
6
0
0
万
円
で
あ
る
。
こ
の
財
源
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
な
る
。
本
市
独
自
の
軽
減
策
は
、
法
定
外
繰
り

入
れ
で
あ
り
、
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
市
民
に
も
負
担
を
求
め
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。

質
問
;
福
島
県
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

と
し
て
、
国
保
の
国
庫
負
担
金
で
あ
る
調
整
交
付
金
が
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
郡
山
市
の
場
合
そ
の
金
額
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
減
額
措
置
廃
止
に
向
け
た
わ
が
市
の
取
り
組

L

み
は
?

-
a弁
;
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
2
0
1
8
年
の
国
保
制
度
改
革
に

.

.

 
い
て
0
歳
か
ら
β

歳
ま
で
の
減
額
措
置
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

i

潤
・
市
の
影
響
額
は
7
歳
か
ら
9
歳
ま
で
の
医
療
費
の
部
分
で
あ
り
(
叩

歳
か
ら
四
歳
の
減
額
分
は
県
が
負
担
)
約
1
3
0
万
円
と
推
計
し
て
い

る
。
ま
た
、
中
核
市
市
長
会
と
し
て
、
国
に
対
し
「
減
額
措
置
の
全
面

廃
止
」
を
要
望
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
W
l
F
l

環
蹟
聾
備
に
つ
い
て

よ
}
一
放
射
能
汚
染
水
海
洋
一
放
出
撤
回
蹄
一
臓
を
反
一
対
多
数
で
否
決

1

一

計
一
質
問
;
市
役
所
の

D

率
化
な
ど
は
合
わ
せ
、
公
共
施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
}
誌
に
旗
第
羽
号
「
(
ト
リ
チ
ウ
ム
等
を
含
む
処
理
水
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
再
検
一

義
一
ト
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な

L
4
u

一
討
を
求
め
る
〉
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
」
と
請
願
第
却
号
「
(
海
洋
放
出
を
一

市
h

答
弁
;
現
在
の
w
i
p
-
-ス
ポ
ッ
ト
は
、
設
置
場
所
の
近
く
で
利
用
す
る
一
撤
回
し
、
当
面
は
陸
上
保
管
す
る
こ
と
を
求
め
る
)
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
一

の
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
施
設
全
体
で
利
用
す
る
た
め
に
は
、
機
器
類
一
願
」
・
・
・
政
府
の
汚
染
水
海
洋
放
出
の
決
定
は
、
最
大
の
関
係
者
と
い
え
る
福
一

及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
増
設
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
概
算
経
費
は
、
一
施
一
島
県
民
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
民
主
主
義
破
壊
の
横
暴
で
あ
る
。
海
洋
放
出
の
方
一

設
当
た
り
約
叩
万
円
i
m

万
円
。
現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
最
も
身
近
日
針
決
定
後
も
、
反
対
の
声
は
ま
す
ま
す
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
地
球
環
一

れ
時
以
射
か
げ
一
勺
七
れ
弘
一
戸
新
日
口
十
郎
お
品
一
境
保
護
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
放
射
能
汚
染
水
で
海
を
一

L
H

汚
す
こ
と
は
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
す
ま
な
い
。
昨
年
6
月
議
会
で
九
海
洋
放
出
一

の
か
ら
順
次
W
I
F
I
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
一
に
反
対
す
る
」
請
願
を
採
択
し
た
郡
山
市
議
会
が
、
こ
の
問
題
で
一
貫
し
た
姿
勢
一

一
を
示
す
よ
う
請
願
の
採
択
を
求
め
る
。

一
請
願
第
幻
号
「
(
逢
瀬
川
パ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
を
抜
本
的
に
解
消
す
る
エ
一

一
事
を
実
施
す
る
た
め
)
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
・
・
・
逢
瀬
川
町
内
会
一

一
連
合
会
長
を
は
じ
め
5

町
内
会
長
が
連
名
で
請
願
を
出
す
の
は
、
こ
れ
で5
回
目
一

一
で
あ
る
。
請
願
は
1
2
0
1
9
年
の
台
風
被
害
に
よ
る
逢
瀬
川
下
流
域
の
出
水
被
…

一
害
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
一

一
い
う
要
求
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
国
・
県
・
郡
山
市
は
、
こ
の
間
2
回
の
説
明
会
一

一
を
実
施
し
た
が
、
い
ま
だ
に
双
方
が
納
得
す
る
よ
う
な
共
通
理
解
に
は
至
つ
で
い
一

十
人
な
い
ず
最
も
大
き
な
原
因
は
、
国
・
県
・
郡
山
市
と
被
災
住
民
と
の
聞
で
、
十
分
一

一
な
話
し
合
い
が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
逢
瀬
川
沿
川
の
住
民
の
意
見
一

一
を
聞
き
行
う
こ
と
」
と
い
う
今
回
の
請
願
の
基
本
部
分
を
ぜ
ひ
市
が
聞
き
入
れ
、
一

一
こ
の
問
題
の
解
決
に
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
訴
え
る
。

一
請
願
第
初
号
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
危
機
の
改
善
を
求
め
る
請
一

一
願
」
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
米
の
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
在
庫
が
過
一

一
大
と
な
り
2
0
2
0
年
産
米
の
米
価
下
落
は
底
な
し
の
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
こ
一

一
'
の
影
響
は
今
後
も
続
く
可
能
性
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
過
剰
在
…

一
庫
」
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
市
場
隔
離
し
、
米
の
市
場
価
格
安
定
を
函
る
べ
き
一

一
で
あ
る
。
年
間
打
万
ト
ン
も
の
外
国
産
米
の
輸
入
を
容
認
し
な
が
ら
、
一
米
価
の
安
一

一
定
を
求
め
る
生
産
者
・
流
通
業
者
の
さ
さ
や
か
な
願
い
に
背
を
向
け
る
こ
と
は
、
一

~
日
本
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
郡
山
市
の
議
会
が
は
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
一

へ
の
支
握
、B
型
事
業
所
の
通
商
費

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
①
市
営
住
宅
の
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
施

策
②
麓
山
地
区
に
立
体
駐
車
場
を
建
設
す
る
施
策
に
反
対
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
次

の
通
り
で
す
。

〈
市
営
住
宅
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

V
-

ー
=
"

今
定
例
会
に
は
令
和
4
年
度
か
ら
5
年
間
の
債
務
負
担
行
為
と
し
て
の
\
恥
型

店
億
2
'
0
0
2
万
円
の
予
算
計
上
と
市
営
住
宅
条
例
の
改
定
案
が
提
案
宍
訓
盟
止

さ
れ
た
。
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
は
、
少
な
か
許
り

i

ノ
ベ
綱
雄
官

ぬ
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
家
賃
の
滞
納
者
に
対
す
ド
ヒ

U
町
U
引
盛

る
督
促
業
務
や
日
常
の
生
活
上
の
相
談
な
ど
も
.
主

J
開
羽
虫
ヨ
以
凶
一
一

最
初
は
指
定
管
理
者
が
対
応
す
る
と
説
明
さ
れ
マ
i

塁

E
E
F

霊
協
ケ

た
が
、
「
滞
納
者
へ
の
督
促
」
「
生
活
相
談
」

2
.

一
J
2

一
贋
白
雄
一
一

そ
の
も
の
が
豊
富
な
相
談
経
験
と
公
務
員
と
し
て
の
じ
事
賢
一
割
即
週
一

信
頼
が
必
要
な
業
務
で
は
な
い
か
。
市
が
責
任
を
も
白

i
B
i
l
l
i
-
-
1
府
豊

っ
て
行
う
業
務
、
指
定
管
理
者
が
担
当
す
る
業
務γよ
J

い
て
は
、
申
夫
際
の
場
附
溜

面
に
立
っ
て
よ
く
よ
く
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
そ
れ
を
あ
い
ま
い
に
し
広
鑓

た
ま
ま
の
早
急
な
制
度
移
行
は
禍
根
を
残
す
危
険
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
指
定
尺
4
}

管
理
者
の
決
定
は
日
月
ま
で
に
行
う
予
定
だ
が
、
市
外
事
業
者
が
選
定
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。
年
間
1
億
5

千
万
円
を
超
え
る
修
繕
費
の
運
用
な
E

、
地
元
業
者
へ
の
発
注

が
優
先
さ
れ
る
べ
き
場
面
で
、
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
以
上
を
考

え
る
と
、
市
営
住
宅
管
理
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

八
麓
山
地
区
に
お
け
る
立
体
駐
車
場
の
建
設
V

(
仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
設
計
委
託
費
1
'
5
0

0
方
円
、
令
和
4
年
度
ま
で
の
継
続
費
と
し
て
ロ
億
8
、
8
0
0
万
円
な
ど
が
計
上
さ

れ
た
。
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
設
計
・
施
工
一
体
発
注
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
建
設
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
だ
け
で
、
応
募
資
格
要
件
も
、
無
料
か
有
料

か
も
今
後
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
今
定
例
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど
で
甚
大

な
被
害
を
被
っ
て
い
る
市
民
生
活
や
中
小
事
業
者
の
事
業
継
続
へ
の
支
援
を
求
め
る
発

言
が
相
次
い
だ
。
旧
豊
田
貯
水
池
と
旧
豊
田
浄
水
場
跡
地
の
利
活
用
、
近
い
将
来
移
転

が
予
定
さ
れ
て
い
る
福
島
県
合
同
庁
舎
の
後
利
用
は
ど
う
す
る
の
か
も
未
定
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
、
総
額
ω
億
円
に
も
上
る
(
仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
整
備
構
想
の

実
施
を
急
ぐ
必
要
性
は
な
い
。
同
構
想
の
中
止
少
な
く
と
も
休
止
を
求
め
る
。

質
問
;
無
料
低
額
診
療
事
業
は
郡
山
市
内
に
お
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
医
療
機
関
の
負
担
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
法
に

お
け
る
減
額
・
免
除
制
度
の
活
用
事
例
は
あ
る
の
か
。

答
弁
;
平
成
お
年
度
の
制
度
制
定
以
来
、
免
除
の
実
績
は
お
年
度
の
1

件

で
あ
る
。

質
問
;
無
料
低
額
診
療
事
業
で
は
薬
代
は
対
象
外
に
な
っ
て
お
り
、
愚
者

が
.
負
担
す
る
た
め
薬
の
購
入
、
服
薬
に
支
障
が
出
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
市
は
実
態
把
握
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
調
剤
費
用
に
対
す
る
助

成
制
度
の
創
設
を
固
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
医
師
会
等
と
相
談
し
、
医
療
機
関
へ
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
中
核
市
市
長
会
と
し
て
も
、
調
剤
費
用
に
つ
い
て
の
助
成
制

度
が
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
、
本
市
と
し
て
も
国
に
要
請
し

て
い
く
。

質
問
;
就
労
支
援
施
設
B

型
事
業
所
の
利
用
者
の
通
所
費
用
の
補
助
に
つ
い

て
、
市
は
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
と
中
核
市
実
施
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の

結
果
を
見
て
、
交
通
費
の
支
援
制
度
の
必
要
性
を
確
信
し
た
が
、
市
は
ど
う

分
析
し
、
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答
弁
;
訂
事
業
所
の
う
ち
、
四
%
の
団
事
業
所
で
は
利
用
者
の
送
迎
を
実
施

し
て
お
り
、
パ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
通
所
し
て
い
る
方

は
、
4
9
7

名
中
円
名
(
日
%
)
で
あ
る
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
中

で
の
交
通
費
助
成
の
あ
り
方
な
ど
も
総
合
的
に
検
討
し
、
阜
期
に
判
断
し
・
た
、

2021年 7 月

..., .,‘ s 
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

- 、，

1 , 
区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

」150 調輔事査務・陳研情所究活輔費費一11HL61研会通信修議運搬費費・自動車@T燃料費広資料舗報作便一成料等費費}kj8-E資料E購入1費 送料(折込料含む)
支出費目を記入

、

支出目的 一一・...，-一戸叩四-白山』一一一・.，..--一一一一・・-_...-・-一回}・・~， 一一一一一一一-一一一一一一-，-・._....

(支出事由)
会派市議会だより (6 月定例会)新聞折込

L 

市議会だより 34500 枚を 8 月 8 日朝刊に折り込む
卜一一一一一」一一一一一一一一円一一一…一一一一"一一一一一-一一一一一一一…----'>-一一一一 -・ 一一一一

内 廿~ 

一ーで~-----_.._---\ 一一一一一一 一一一一「

支出年月日 支 出 先

2021年
有限会社郡山共同印刷

8月 4 日 1 

上記のとおり支出予ます。

, 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

J 

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないようじ貼付してください。

支出'金額
'" 

1.32 ，- 825 円

高橋善命

※欄内に貼付できない場合はよ別記第 11 号様式 f領収書等整理票J に貼付してください。
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

. 271 凹 X 382 mmX 2 面 207 ， 044 mIfi - i 

2 対象外面積

① o mmX o mm= 。 mIfi 

② mmX mm= m最

③ mmX mm= mIfi 

④ mmX mm= inIfi 

⑤ mmX mm= mm 2 

言十 。 mm2 ---n 

• 3 按分割合

五 -;- i X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 132, 825 円 ﾗ 対象外按分率 o %二 O 円・・ -111

( 1 円以下切り上げ)

支出額 132， 825 円一温=対象経費 132， 825 円

• 



治
思
議
会
~
暗

い
げ
報
一
ペ
禽
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j
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d
M
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、.E

郡
山
市
議
会
の
6

月
定
例
会
が
、6
月
初
日
(
水
)
に
終
了
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
代
表
質
問
、
一
般
質
円

山
問
、
常
任
委
員
会
審
査
を
遇
し
て
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た

2

つ
の
施
策
に
関
わ
る
予
算
議
案1
件
、
条
例
議
案1
件
に
つ
い

M

M

て
反
対
し
ま
し
た
が
、
市
提
出
議
案
は
す
べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
ま
た
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

6

件
の
請
願
の
う
ち
、
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
れ
た4
件
の
請
願
に
つ
い
て
、
共
産
党
M

H
市
議
団
は
、
最
終
日
の
本
会
議
で
採
択
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

M

今
回
の
市
議
会
に
よ
り
で
は
、
①
岡
田
議
員
の
代
表
質
問
と
高
彊
議
員
の
一
般
質
問
、
②
市
議
団
が
反
対
し
た

2

つ
の
施
策
の
M

M

問
題
点
、
③
否
決
さ
れ
た
4
件
の
請
願
に
つ
い
て
の
見
解
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
市
嘗
一
住
宅
管
理
代
の
指
定
管
理
者
創
鹿
導
入
山
に
つ
い
て

質
問
;
生
活
困
窮
世
帯
に
、
安
価
で
良
質
な
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と

は
、
市
の
直
営
方
式
で
こ
そ
可
能
で
は
な
い
か
0
・

答
弁
;
公
営
住
宅
法
上
、
市
が
行
予
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
「
公
権
力

の
行
使
」
に
該
当
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
に
委
託
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
入
居
の
決
定
や
家
賃
の
算
定
等
は
、
引
き
続
き

市
が
実
施
す
る
。
指
定
管
理
者
に
対
し
て
は
、
入
居
者
募
集
や
入
退

去
の
手
続
き
の
ほ
か
、
修
繕
や
設
備
点
検
な
ど
の
維
持
管
理
業
務
等

を
委
託
す
る
。
入
居
者
募
集
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
の

上
、
募
集
物
件
を
選
定
す
る
。

習
割

A
A
対
叫d
i
1
1
1
1
1
1
1
汁
1
1
1
1
l

ー

1
1
1
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

t

市
健
所ω
・
デ
ジ
タ
ル
化
纏
進
と
職
員
数
削
誠
に
つ
い
て

質
問
;
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
が
、
職
員
数
削
減
に
直
結
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
?

答
弁
・
ム
ア
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
職
員
の

働
き
方
改
革
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
ど5
レ

ス
の
推
進
で
九
業
務
量
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
よ
り
生
み
出
し
た
時
間
を
最
大
限
に
活
用
し
、
更
な
る
市
民

サ
J
ピ
ス
の
向
上
を
図
る
。

質
問
;
台
風
被
害
や
コ
厚
す
事
按
芝
大
災
害
静
応
・
お
・
け
る
市
職
員
の

役
割
の
重
要
性
は
明
白
に
な
っ
て
お
り
、
.
一
方
的
な
職
員
数
削
減
路

線
は
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
能
率
的
な
行
政

.
運
営
を
図
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、
適
正
な
職
員
数
の
管
理
に
努
め

て
き
た
。
本
市
の
職
員
数
は
、
2
0
1
1
年
の
2
、
0
2
4
人
に
対

し
4

本
年
は
1
、
9
9
4

人
と
3
0
人
の
減
。
2
0
2
0
年
度
か
ら

導
久
し
士
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
、
.
今
年
は
1

、
3
2
7
人

(
職
員
総
数
の
約4
割
)
を
任
用
し
た
。

二
特
養
ホ
ー
ム
増
設
、
小
規
模
農
家
の
支
援

f
w

地
揚
新
電
力
の
設
遣
に
つ
い
て

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
地
域
新
電
力
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
関
連
事
業
者
、

ス
テ
l

ク
ホ
ル
ダ
ー
(
利
害
関
係
者
)
と
の
合
意
形
成
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
に
参
画
の
意
思
を
示
す
地
元
企
業
が
増
え

る
状
況
に
あ
る
他
市
昨
冬
の
電
力
市
場
の
高
騰
な
ど
、
検
証
す
べ
き

課
題
が
多
い
。
引
き
続
き
、
・
ス
テ
l

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
意
見
交
換
に
努

.
め
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
の
関
与
の
在
り
方
も
検
討
し
て
い
く
。

デ
ル
タ
椋
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
穣
憲
、
緊
急
吏
提
信
付
金

一
の
第
2

弾
、
児
童
生
徒
へ
の
生
理
周
回
聞
配
布
に
つ
い

F
-

質
問
;
従
来
型
よ
り
感
染
力
が
強
い
と
い
わ
れ
る
デ
ル
タ
株
(
イ

ン
ド
型
)
の
今
後
の
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
は
?

答
弁
;
4

・
月
か
ら
週1
回
、
変
異
株
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

実
施
し
て
き
た
。
直
近
で
は
、
検
査
事
例
の
す
べ
て
が
「

N
5
0

1
Y

変
異
株
」
(
イ
ギ
リ
ス
型
)
で
あ
る
。
6

月
か
ら
は
、
郡
山

市
と
し
て
検
査
体
制
を
整
備
し
、
ま
ず
「
N
5
0
1
Y
変
異
株
」

の
検
査
を
先
行
さ
せ
、
陰
性
だ
っ
た
検
体
に
つ
い
て
「
L
4
5
2
R

変
異
株
」
(
ヂ
ル
タ
株
)
の
検
査
を
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問
;
7

月
以
降
の
事
業
所
の
売
り
上
げ
減
少
に
対
応
す
る
緊
急

支
援
給
付
金
の
第
2

弾
が
・
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
今
後
の
ヨ
ロ
ナ
・
感
染
状
況
や
?
ク
チ
ン
接
種
率
、
給
付
金

申
請
状
況
な
ど
踏
ま
え
た
上
で
、
事
業
者
な
ど
関
係
者
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

質
問
;
生
理
用
品
の
臨
置
場
所
を
保
健
室
だ
け
で
な
く
、
女
子
ト

イ
レ
に
も
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
家
庭
の
貧
困
に
よ
り
心
身
の
健
康
に
間
車
を
有
す
る
児
童

生
徒
も
多
く
、
生
理
用
品
を
配
布
す
る
に
f

ぇ

J

あ
だ
っ
て
も
養
護
教
諭
等
の
教
育
相
談
山
γ
治
九

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
ト
イ
、A
開
眼h
，
善
則

W

レ
へ
の
配
置
で
は
な
く
保
健
室
で
の
配
「
蜘
臨
・

A
E
削
は

付
を
考
え
て
い
る
。
生
理
用
品
購
入
経
-
-
智
司
d
司
副
z
v
e

費
は
5
3
1

万
円
。

T
{傷
締}
a…
震
誕
情
報
一
・
公
文
書

一
一
纏
漣
障
に
一
伴
う
立
体
駐
車
場
の

整
備
に
つ
い
て

/ 3~よ伽飢\・

h
-
.，
勝
第
実

m

.
掴
沼
畑'
u
m
他
哲
制

4
1
L

め
一
司
国
間

岡
宮

質
問
;
市
民
の
要
望
の
強
い
国
鳥
年
金
で
も
入
れ
る
特
養
ホ
l

ム
の

増
設
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
?

答
弁
;
特
養
ホ
!
ム
の
入
所
申
込
者
は
昨
年
日
月
現
在
時
ー
を

6

3

人
だ
が
、
申
込
者
の
う
ち
要
介
護
3

以
上
で
在
宅
ま
だ
は
入
院
.
中

の
3
4
3
人
を
緊
急
性
の
高
い
待
機
者
と
し
て
捉
え
、
2
0

、
。
質
問
;
新
駐
車
場
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

に
は
こ
の
数
が
4
1
1

人
に
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
し
る
こ
れ
ら
・

に
自
由
に
無
料
で
利
用
で
き
る
の

の
方
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
前
期
計
画
の
2
8
0
床
の
別
途
整
備
を

。
混
雑
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

考
慮
し
て
、
特
養
ホ
i

ム
の
新
規
整
備
目
標
を
1
9
0
床
と
じ
て
い
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
生
活
支
援
の

間
間
;
郡
山
市
の
持
続
的
な
地
域
経
済
振
興
の
た
め
食
料
自
給
の
対
刀
優
先
性
を
考
え
れ
ば
、
事
業
の
休
止
も

策
強
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
所
得
補
償
を
含
め
た
小
-
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

規
模
農
家
へ
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。
・
-
答
弁
・
安
全
安
心
の
駐
車
環
境
を
重
視

答
弁
γ
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
な
ど
の
担
い
手
農
家
は
勿
論
の
こ
す
れ
ば
防
犯
や
放
置
車
両
対
策
な
ど
考

と
、
小
規
模
農
家
の
経
営
の
安
定
と
継
続
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
麓
山
地

大
切
で
あ
る
。
高
収
益
が
見
込
ま
れ
る
品
目
の
生
産
、6
次
産
業
区
王
公
共
施
設
連
絡
会
等
で
運
用
に
つ

化
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
化
、
I
C
T
等
新
技
術
活
用
に
よ
る
い
て
検
討
し
て
い
く
。
・
混
雑
対
策
に
つ

省
力
化
な
ど
で
支
援
し
て
い
く
。
所
得
補
償
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
い
て
は
、
新
レ

l

ン
の
設
置
や
ナ
ン

向
を
注
視
し
て
い
ミ
。
パ

l

読
み
取
り
ゲ
ー
ト
の
設
置
な
ど
検

質
問
;
郡
山
市
に
お
い
て
也
、
地
域
新
電
力
一
・
の
設
立
方
針
を
快
定
・
討
し
て
い
く

J
事
業
の
優
先
性
の
問
題

し
、
こ
の
間
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
や
先
進
自
治
体
の
品
恒
察
を
行
う
な
で
は
、
歴
史
資
料
や
公
文
書
の
適
切
な

\
ど
準
備
作
業
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
当
相
似
ま
ザ
反
問
害
業
靖
に
品
川
い
保
存
、
地
震
や
水
害
、
疫
病
な
ど
の
資

る
設
立
土
限
定
さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
市
と
し
て
積
極
的
な
か
か
・
わ
り
・
叶
料
の
保
存
な
ど
、
こ
れ
ら
を
未
来
に
継

u
ヨ
互

い
よ
属
潤
…

-.‘, 

.. 
t
』
話
回
同

n
H
U

だ
一
一
岳
山

会
一
川
師
向

島
量
一

j

共
仁

a
a
-
-
a

一
ド
h
k
u
r

目

白
圃
園
田
園
一
ι
ド
お
瀬

市
川
一
地
相

. . 
.・.



(2) 

現在の「歴史資料館J
{郡山市HP より)、.

承
す
る
こ
と
は
す
る
こ
と
は
私
た
ち

の
大
き
な
責
務
だ
。
立
体
駐
車
場
は

車
中
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
有

し
、
防
災
コ
ン
パ
ク
ト
都
市
の
一
環

で
も
あ
る
。
国
の
補
助
金
等
も
有
効

活
用
で
き
る
の
で
(
整
備
計
画
を
)

推
進
し
て
い
く
。

叫
国
保
税
の
負
担
軽
滅
に
つ
い
て

質
問
;
子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
措
置
が
未
就
学
児
に
限
っ
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
福
島
市
の
よ
う
に
市
独
自
の
軽
減
策
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答
弁
;
未
就
学
児
.
の
均
等
割
の
減
免
に
係
る
本
市
の
負
担
額
は
、
未
就

学
児
1
6
8
2

人
で
約
6
0
0

万
円
で
あ
る
。
こ
の
財
源
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
と
な
る
。
本
市
独
自
の
軽
減
策
は
、
法
定
外
繰
り

入
れ
で
あ
り
、
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
市
民
に
も
負
担
を
求
め
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
考
え
て
い
な
い
。
・
.

質
問
;
福
島
県
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

と
し
て
、
国
保
の
国
庫
負
担
金
で
あ
る
調
整
交
付
金
が
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
郡
山
市
の
場
合
そ
の
金
額
は
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
~
減
額
措
置
廃
止
に
向
け
た
わ
が
市
の
取
り
純
み
は
?

・
・5

努
:
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、
2
0
1
8

年
の
国
保
制
度
改
革
に

‘
，
い
て
0

歳
か
ら
β

歳
ま
で
の
減
額
措
置
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

a
'
市
の
影
響
額
は
7

歳
か
ら
9

歳
ま
で
の
医
療
費
の
部
分
で
あ
り
(
叩

篤
か
ら
叩
歳
の
減
額
分
は
県
が
負
担
)
約
1
3
0

万
円
と
推
計
し
て
い

る
。
ま
た
、
中
核
市
市
長
会
と
し
て
、
国
に
対
し
「
減
額
措
置
の
全
宙

廃
止
」
を
要
望
し
て
い
る
。

公
共
館
設
の
W
l
F
l
環
旗
整
備
に
つ
い
て

一
放
射
能
汚
染
氷
海
洋
放
出
税
問
題
順
を
反
一
対
多
数
で
否
決

5

一

宮
古
家
の

Z

化
な
ど
に
合
わ
せ
、
公
共
施
設
の
イ
ン
タ

J

ネ
ッ
一

h

震
暗
雲
号
「
(
ト
リ
チ
2

等
を
含
む
処
理
水
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
再
検
一

ト
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
一
討
を
求
め
る
)
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
」
と
請
願
第
却
号
「
戸
指
揮
洋
放
出
を
山

答
弁
;
現
在
の
W
-
I
F
-
-
ス
ポ
ッ
ト
は
、
設
置
場
所
の
近
く
で
利
用
す
る
一
撤
回
し
、
当
面
は
陸
上
保
管
す
る
こ
と
を
求
め
る
)
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
一

の
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
施
設
全
体
で
利
用
す
る
た
め
広
は
、
機
器
類
一
願
」
・
・
・
政
府
の
汚
染
水
海
洋
放
出
の
決
定
は
、
最
大
の
関
係
者
と
い
え
る
福
一

及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
増
設
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
概
算
経
費
は
、
一
施
一
島
県
民
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
民
主
主
義
破
壊
の
横
暴
で
あ
る
。
海
洋
放
出
の
方
一

設
当
た
り
約
加
万
円
i
m

万
円
。
・
現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
最
も
身
近
…
針
決
定
後
も
、
反
対
の
芦
は
ま
す
ま
す
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
地
球
環
一

ね
い
日
射
か
げ
一
の
ぶ
れ
れ
比
一
一
戸
官
一
一
一
一
口
十
一
郎
お
け

u
…
境
保
護
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
放
射
能
汚
染
水
で
海
を
一

汚
す
こ
と
は
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
す
ま
な
い
。
昨
年
6

月
議
会
で
お
博
洋
放
出
…

の
か
ち
順
次
w
t
F
I

震
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
一
に
反
対
す
る
」
請
願
を
採
択
し
た
郡
山
市
議
会
が
、
:
の
問
題
で
一
貫
し
た
姿
勢
一

一
を
示
す
よ
う
請
願
の
採
択
を
求
め
る
。

一
請
願
第
幻
号
「
(
逢
瀬
川
パ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
を
抜
本
的
に
解
消
す
る
エ
一

一
事
を
実
施
す
る
た
め
)
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
・
・
・
逢
瀬
川
町
内
会
一

一
連
合
会
長
を
は
じ
め5
町
内
会
長
が
連
名
で
請
願
を
出
す
の
は
、
こ
れ
で5
回
目
一

一
で
あ
る
。
請
願
は
1
2
0
1
9
年
の
台
風
被
害
に
よ
る
逢
瀬
川
下
流
域
の
出
水
被
…

一
害
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
の
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
…

一
い
う
要
求
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
国
・
県
・
郡
山
市
は
、
こ
の
間

2

回
の
説
明
会
一

一
を
実
施
し
た
が
、
い
ま
だ
に
双
方
が
納
得
す
る
よ
う
な
共
通
理
解
に
は
至
つ
で
い


一
九
な
い
ダ
最
も
大
き
な
原
因
は
、
国
・
県
・
郡
山
市
と
被
災
住
民
と
の
間
で
、
十
分
一

一
な
話
し
合
い
が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
逢
瀬
川
沿
川
の
住
民
の
意
見
一

一
を
聞
き
行
う
こ
と
」
と
い
う
今
回
の
請
願
の
基
本
部
分
を
ぜ
ひ
市
が
聞
き
入
れ
、
一

一
こ
の
問
題
の
解
決
に
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
訴
え
る
。
・


一
・
請
願
第
初
号
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
危
機
の
改
善
を
求
め
る
請
一

一
願
」
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
米
の
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
在
庫
が
過
一

一
大
と
な
り
2
0
2
0

年
産
米
の
米
価
下
落
は
底
な
し
の
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
こ
一

一
の
影
響
は
今
後
も
続
く
可
能
性
が
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
過
剰
在
…

一
庫
」
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
市
場
隔
離
し
、
米
の
市
場
価
格
安
定
右
函
る
べ
き
一

一
で
あ
る
。
年
間
打
万
ト
ン
も
の
外
国
産
米
の
輸
入
を
容
認
し
な
が
ら
、
・
非
価
の
安
一

-
定
を
求
め
る
生
産
者
・
流
通
業
者
の
さ
さ
や
か
な
願
い
に
背
を
向
け
る
こ
と
は
、
一

一
日
本
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
郡
山
市
の
議
会
が
は

J

べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
一

一
掃
務
低
額
診
療
事
業
へ
の
実
援
‘

・
1
M支
援
に
つ
い
て

ー
・

質
問
;
無
料
低
額
診
療
事
業
は
郡
山
市
内
に
お
い
て
も
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
医
療
機
関
の
負
担
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
法
に

お
け
る
減
額
・
免
除
制
度
の
活
用
事
例
は
あ
る
の
か
。

答
弁
.
;
平
成
お
年
度
の
制
度
制
定
以
来
、
免
除
の
実
績
は
お
年
度
の

1

件

で
あ
る
。

質
問
;
無
料
低
額
診
療
事
業
で
は
薬
代
は
対
象
外
に
な
っ
て
お
り
、
患
者

が
負
担
す
る
た
め
薬
の
購
入
、
服
薬
に
支
障
が
出
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
市
は
実
態
把
握
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
調
剤
費
用
に
対
す
る
助

成
制
度
の
創
設
を
固
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
1

医
師
会
等
と
相
談
し
、
医
療
機
関
へ
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
中
核
市
市
長
会
と
し
て
も
、
調
剤
費
用
に
つ
い
て
の
助
成
制

度
が
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
の
で
、
本
市
と
し
て
も
国
民
要
請
し

て
い
《
。

質
問
;
就
労
支
援
施
設
B

型
事
業
所
の
利
用
者
の
通
所
費
用
の
補
助
に
つ
い

て
、
市
は
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
と
中
核
市
実
施
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の

結
果
を
見
て
、
交
通
費
の
支
援
制
度
の
必
要
性
を
確
信
し
た
が
、
市
は
ど
う

分
析
し
、
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答
弁
・
;
幻
事
業
所
の
う
ち
、
四
%
の
団
事
業
所
で
は
利
用
者
の
送
迎
を
実
施

日
一
し
て
お
り
、
パ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
適
所
し
て
い
る
方

年
一
は
、
4
9
7

名
中
円
名

(
M
%
)で
あ
る
。
障
害
指
祉
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
中

昭
一
で
の
交
通
費
助
成
の
あ
り
方
な
ど
も
総
合
的
に
検
討
し
、
早
期
に
判
断

L
た
・

司
晶
一

市議会だより
-----一一一ー.

B
型
事
業
所
の
通
商
費

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
①
市
営
住
宅
の
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
施

策
②
麓
山
地
区
位
立
体
駐
車
場
を
建
設
す
る
施
策
に
反
対
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
次

の
通
り
で
す
0
.

〈
市
営
住
宅
管
理
に
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
V

・
?

今
定
例
会
に
は
令
和
4

年
度
か
ら
5

年
閉
の
債
務
負
担
行
為
と
し
て
の

\
h
例

目
億
2
'
0
0
2

万
円
の
予
算
計
上
と
市
営
住
宅
条
例
の
改
定
案
が
提
案
宍
銅
噂

さ
れ
た
。
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
は
、
少
な
かA
t
-
-
/

べ
倒
盟

ぬ
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
家
賃
の
滞
納
者
に
対
す
ダ
寸

j
i
l
l
-
b盛

る
督
促
業
務
や
日
常
の
生
活
上
の
相
談
な
ど
も
-
き
問
翌
福
重
幽

'
1

・
・
困

-
E
t
i
-
-
E
J

・
1

最
初
は
指
定
管
理
者
が
対
応
す
る
と
説
明
さ
れ
マ

4
5
E
F
f
h

幽

た
が
、
「
滞
納
者
へ
の
督
促
」
「
生
活
相
談
」
二
一
一
町
童
画
箆
出
国

そ
の
も
の
が
豊
富
な
相
談
経
験
と
公
務
員
と
し
て
の
{
←
想
画
一
開
世
慨

信
頼
が
必
要
な
業
務
で
は
な
い
か
。
市
が
責
任
を
も
・
ー

l
i
l
i
-
-

」
ぺ
抑
制
刷

っ
て
行
う
業
務
、
指
定
管
理
者
が
担
当
す
る
業
務
γ二
J

い
て
は
、
申
天
際
の
場
脈
馴

面
に
立
っ
て
よ
く
よ
く
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
そ
れ
を
あ
い
ま
い
に
し
士
職

た
ま
ま
の
早
急
な
制
度
移
行
は
禍
根
を
残
す
危
険
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
指
定
λ

管
理
者
の
決
定
は
日
月
ま
で
に
行
う
予
定
だ
が
、
市
外
事
業
者
が
選
定
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。
年
間
1

億
5

千
万
円
を
超
え
る
修
繕
費
の
運
用
なE
、
地
元
業
者
へ
の
発
注

が
優
先
さ
れ
る
べ
き
場
面
で
、
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
以
上
を
考

え
る
と
、
市
営
住
宅
管
理
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

〈
麓
山
地
区
に
お
け
る
・
立
体
駐
車
場
の
建
設V

(
仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
設
計
委
託
費
1
'
5
0

0

方
丹
、
令
和
4
年
度
ま
で
の
継
続
費
と
し
て
ロ
億8

、

8
0
0

万
円
な
ど
が
許
上
さ

れ
た
。
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
設
計
・
施
工
一
体
発
注
型
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

一
で
建
設
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
だ
け
で
、
応
募
資
格
要
件
も
、
無
料
か
有
料

か
も
今
後
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
今
定
例
会
・
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど
で
甚
大

な
被
害
を
被
っ
て
い
る
市
民
生
活
や
中
小
事
業
者
の
事
業
継
続
へ
の
支
援
を
求
め
る
発

言
が
相
次
い
だ
。
旧
豊
田
貯
水
池
と
旧
豊
田
浄
水
場
跡
地
の
利
活
用
、
近
い
将
来
移
転

が
予
定
さ
れ
て
い
る
福
島
県
合
同
庁
舎
の
後
利
用
は
ど
う
す
る
の
か
も
未
定
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
、
総
額
初
億
円
に
も
上
る
(
仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
整
備
構
想
の

実
施
を
急
ぐ
必
要
性
は
な
い
。
同
構
想
の
中
止
少
な
く
と
も
休
止
を
求
め
る
。
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別言己第 1 号様式

会派名

区 分

1 調査研究費

2 研 修 費

3 広 報 費

4 広 聴 費

要請
5 陳情活動費

6 会 議 費

7、資料作.成費

、

8 資料購入費

9 人 件 費

10 事務所費

11 通自動信車運燃搬料費・

支出足時日

支 出 調 主主
巨弓

代表者 経理責任者

、日本共産党郡山市議団 轡 議
事 由 費 目 金 額

交通費 旅費

自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

，自動車燃料費 資料作成費

会派「市議会だより J 発
広報誌(紙) 22, 869 報告書等印刷費イ'了ー

送料(折込料含む)
ウェプページ
掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費
一・

自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料
、

.交通費 旅費

自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料

筆耕料 振込料
、

法規追録代 参考図書代

購新読聞料(日刊紙) 、雑誌等購読料

有等料利デ用料ータベース 振込料

賃金 社会保険料等

振込料

備品購入費 事務機売等

消耗品等事務費 印刷1J1-'Ç;

振込料 配送手数料

電話料等(按分) 郵便料等

自(按動分車燃)料費 その他
1 

J 

2021年8月 23 日 現支金出出番納号簿 ,.s- 合計

起案者

高橋開
小計

22, 869 

、

f 

f 

ー

T 

t 

22, 869 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 I '�-
区 分 ※該当する区分にO印 費目名

士事イ÷当日主日国革問紙
10 事務所費 ;11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費日を記入 1 

支出目的 市議会だより印刷費 ( 

一一一一一一一一一一
市議会だよりを 5 ， 000 枚印刷

内容
4・一一一・勾一一 , ・一割・一戸一一一一一"一一一一--叩ーーω-・-句勾崎一一"一一時一一_..・・町四・ー・・一一一一ー一“一回}叫・叩畑一一一一-一一一_.-・・-'-"---r---一一一一ー一一一一-一一一----'-

支出年月日 支出先 支出金額

2021年 フ-クiλ一ノ、レ株式会社 22. 8'69 円
7月 16 日

上記のとおり支出します。 、 ι ど護ミミ
議員氏名 高橋善専設

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよラに貼付してぐださい。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



領収書

⑬ 
日付: 2021年7月 16日

領収書番号:件210716151670

日本共産党郡山市議団御中

• ご注文書号
210716151670圃01

• 

ラクスル株式..ði

干 141・0021 東京都品川区上大崎2・24-9 アイケイピル lF

tel: 03・4577圃9200 mail: contact@raksul.com 

￥22，869圃

但し商品代として

上記金額を正に受領いたしました。

商晶名/商品仕様

(田村版2021.7PDF)

チラシ・フライヤー，B4，両国モ

ノク口，光沢紙(コート)，標準:
90kg . 

注文内容:

注文合計:

消費税:

ご請求合計金額:

お支払い方法:

都銀

5，000部

商品:

出荷日

2021年

7月 17日

金額

￥20，790 

￥20 ， 790 

￥20，790 

￥2，079 

￥22，869 

コシピニ支払い



書求車問

@ 
日付: 2021年7月 16日

請求書脅号: 8-210716151670 

日本共産党郡山市議団御中

干141・0021 東京都品川区上大崎2・24-9 アイケイピル 1F

tel: 03:-4577・9200 mail: contact@raksul.com 

この度は、ラクスルをご‘利用いただきまして誠にありがとうございました。

下記の通り、ご請求申し上げます。

ご注文書号

• 210716151670-01 

商晶名/商晶仕様

(田村版2021.7PDF)

チラシ・フライヤー，B4，両面モ

ノクロ，光沢紙(コート)，標準:
90kg" 

師数 日
年
日

荷
孔

U

出
羽
視

金額

5，000部 半20，790

ー注文内容:

注文合計:

消費税:

ご請求合計金額:

商品:

ー

￥20，790 

半20，790

￥2，079 

￥22，869 

お支払い方法: コンピニ支払い

• 



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

257 mmX 363 皿X 2 面= 186, 582 InIfi・・・ i

2 対象外面積

① o mmX 。凹= 。 mm 2 

② mmX mm= ma 

③ mmX m皿= ma 

④ mmX , mm= mm 2 

⑤ mmX mm= mIfi 

計 。 mm2 ・・・ E

• 3 按分割合

E 1 ﾗ 100 対象外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額 22, 869 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円 -111

(1 円以下切り上げ)

支出額 22， 869 円一温=対象経費 22.869 円
、

¥ 

• 
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• 暮らしも.棄な時だから災害多発、

ιp 

1 年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

守山小 55 68 65 61 74 63 

御代田小 10 14 13 10 9 8 

両瀬小 44 37 35 41 46 34 

谷田川小 6 7 9 12 9 13 

合計 115 126 122 124 138 118 

令和 2年度イノシシなどによる

農作物被害と対策

w・‘. ."ー

掛端
今後の新入学予定者数〈令和3年5用 1 日現在) *今後の転入転出等で変化します2

令和 4年・ 令和 5年 令和 6 年 令和 7年 令和 8 年 令和 9年

守山小 59 31 48 31 18 23 

御代田小 19 15 21 19 14 14 

高瀬小 33 .141 39 37 32 24 . r--

谷田)11小 12 10 5 12 10 10 
合計 123 ',197 113 99 74 71 

農作物の被害(金額〉単位千四
田村町 郡山全体

イノシシ 913 4948 

ハクピシン 972 5517 

力ラス 52 258 

その他 77 1386 

合計 2014 12109 
, 

地区別イノシシの捕獲頭数
' , . 

、

笹川大橋の歩道と日大通りを結ぶ

堤防取付道踏が年末完成ヘ
この道路について陪昨年 7 月にこの市議会だよりで建設計画をお知らせし

ました。この度、工事入札が終わりましたので概要をお知らせします。完成後

は安積永盛駅を利用する通学生が歩道として活用しやすい対策が望まれます。

@笹川大橋と同じ高さまでの阿

武隈川堤防かさ上げ工事は国が

行います。

ー@かさ上げされた握防から日大

通りまで下りる道路を郡山市が

っくります。(堤防取付道路)

@道路工事の入札が 4 月 27 日

に狂わかまLた。司譲歩L者は市内事

業者です。工事請負額2608万

円、道路幅5 メートノレ。

工期は 1 2 月 24日までc

田村町地区内 2021 年度

防犯灯設置予定箇所
設置予定箇所

1 上行合字亀河内 147

2 小川宇下回

3 守山字小姓町 121

4 金沢字三斗蒔

5 金沢字西ノ田

6 徳定宇水口畑

7 ・ 8 徳定宇中河原 141・6東側に 2灯

9 ・ 10 栃本字龍ケ馬場に 2灯

11 糠塚字牛骨

12 糠塚字反田 36

平成29年 平成30年 令和 1 年 令和 2年

田柑町 18 27 371 92 

中田町 23 41 5-1 74# a 
85 

西田町 10 8 9 

熱海町 102 152 130 385 

湖南町 62 205 150 491 

逢瀬町 32 30 53 97 

その他の旭区 37 80 71 104 

郡山市合計 287 543 499 1263 

< ' 

令和 2 年度田村町地区のイノシシ周<<りわな

と電気柵の設置実績

120個くぐりわな

郡山市区画整理課作成の略図

月一一ち12
箇所が当初予算に計上されました。

主主伽恥

ミν

3.63 恥飢./\、h

60~9∞配

市鴎-会
だより

2021 年 7月発行 日本共産党郡山市議団

高橋善治

4-1-9 

電気柵設置



無用な被ぱくを避けるため，=，考にしてください。 • 
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• 今年の山棄の放射能 依織としてコシアプラは置混度
自家消費用山菜のうち、コシアプラータラノメの放射能検査結果

検査機く非破壊式レギユーム〉その 1 単位:ペクレル/kg 様査機く非破壊式そのままはかる NDA> 単位:ベクレル/kg

畠名 採取地 検査白 セシウム 後出限界値

1'34+137 セシウム134+137

コシアブラ 喜多方市 4用 21 日 76.1 ・ 16.0 
ヨシアブラ 田柑町栃山神 4月 20 日 2.14.2 15.7 
コシアブフ 中田町晶倉 4月 23 日 246.2 16.9 
コシアブラ 耶麻郡西会津町 4用 27 日 33 10.0 
コシアブラ 大沼郡金山町 5 月 7 日 500.2 14.2 
コシ?ブラ 大沼郡金山町 5 月 11 日 503.1 9:7 
コシアブフ 湖南町馬λ新田 5 用 7 日 41.0 11.0 
コシアブラ 耶麻郡猪苗代町 5 月 7 日 167.8 22.5 
コシアブフ 耶麻部猪苗代町 5 月 10 日 266.4 14.9 
コシアブラ 耶麻郡磐梯町 5月 13 日 166.9 13.6 
タフノメ 会津若松市 4月 26 日 33.9 9.1 
タフノメ 茨城県大子町 4用 19 日 11.6 7.1 
タフノメ 大沼郡=島町 4 .. 月1'6 日 不検出 15.0 
タフノメ 郡山市 4月 27 日 91.9 ‘, 16.9 
タフノメ 熱海町石鐘 4"月 30 日 不様出 16.9 
タフノメ 湖南町 4拘 26 日 52.6 15.9 
タフノメ .湖南町 4月 30 日 不検出 16.8 
タフノメ 湖南町申野 4月 23 日 不検出 15.3 
タフノメ 湖南町中野 4月 23 日 不検出 12.2 
タフノ.メ 湖南町福良 4月 30 日 不検出 9.9 
タフノメ 湖南町三代 4月 26 日 25.7 9.9 
タフノメ 回柑町栃本 4月 15 日 不検出 12.6 
タフノメ 郡山市深沢 4月5日 不検出 13.2 
タフノメ 田柑郡三春町 4月 13 日 33.8 15.1 
タフノメ 宮城県 4月 28 日 32.1 13.3 
タフノメ 耶麻郡猪苗代町 4月 30 日 68.5 9.2 
タフノメ 耶麻郡西会津町 4月 27 日 不様出..' 13.9 

タラノメ 会津若松市 5月 6 日 19.4 17.8 
.1..' 

タラノメ 会津若松市 5 月 6 日 不様出/ 16.4 

タラノメ 郡山市中田町 5 月 7 日 27.9 14.2 

タラノメ 須賀川市 5 月 14 日 不様出 19.2 
.,- ‘・・・ ・・4・.r_. ・'ー• -_.. .-."・h ..-日・

タラノメ 福島県 5 月 10 日 不検出 19.5 

タラノメ\ 耶麻郡猪苗代町 5 月17 日 35.6 17.7 
-・ー.

-t 

・ 0

弘句 i 

・
,'. 
・.・

、

-昂名 探取地 検査日 セシウム セシウム 134 セシウム セシウム 137

134 検出限界値 137 検出限界値、 L

コシアブラ 田相町金沢 4用20日 不検出 14. 0 383.2 1 o. 3 

コシアブラ 西田町高柴 4用23日 不検出 14. 0 369. .8 1 o. 1 、、

コシアブラ 山形県 4用27日 不検出 12. 9 17. 3 1 O. 2 

コシアブラ 南会津郡只見町 5用 10日 不検出 13. 3 29. 8 1 O. 7 

コシアブラ 耶麻郡猪苗代町 5用 1 1 日 15.5 11. 0 378.6 1 O. 0 

タラノX 安達郡大玉柑 4用23日 不検出 12. 4 不検出 9. 8 

タラノメ 石川郡石川町 4用30日 不積出 10. 8 不検出， 9. 1 

タラノメ 喜多方市 4用 19日 不検出 10. 9 不検出 9. 0 

タラノメ 逢瀬町 4用29日 不検出 1 1. 3 不検出 9. 6 

タラノメ 中田町 4用 19日 不検出 12. 5 不検出 1 o. 4 

タラノメ 中田町赤沼 4周20日 不検出 10. 5 不検出 8. 6 

タラノメ 西田町鬼生田 41328日 不検出 10. 6 不検出 9. 0 

タラノメ 舞木町 4月23日 不捜出 7.0 14. :3 4. 8 

タヨノメ 須賀川市 4月30日 不検出 13. 4 不検出 1 O. 7 

タラノメ 回相郡三春町 4用23 日 不検出 11. 9 ・ 16. 7 1 O. 4 

タラノメ 栃木県 4用28日 不検出 8.9 42.5 7. 2 

a タラノメ 南相馬市 4用5日 不検出 10. 3 不検出 8. 6 

タラノメ 宮域県栗原市 4月2-3日 不検出 10. 7 49. 5 9. 2 

タラノメ 耶麻郡猪苗代町 4用25日 不検出 10. 2 16. 5 8. '5 .. 

タラノメ 安達郡大玉樹 5月5日 不模出 10. 4 52. 3 8. 5 

タラノメ 湖南町中野 5月 10日 不検出 9. , 3 不検出 8. 0 

タラノメ 回柑町金屋 5用 19日 不検出 13. 6 112. 3 1 1. 1 

タラノメ 西田町鬼生田 5用6 日 不検出 10. O' 53. 9 8. 4 

タラノメ 舞木町 51320日 不接出 11. 6 不按出 9. 5 

タラノメ 回相郡三善町 5月 1 3 日 不積出 11. 9 不検出 9.8 
タラノメ 双葉郡川悶柑 5用6 日 不検出 12. 3 不検出 10..0 

市民が自家消費用に採取して行政センターなどの検査所に持ち込んだ物の測定結

果です。採取地は申告地です。



ZIj記第1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 ゆdAj 宅設 高橋訴審
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費 -目 金 額 小.計
k ' 

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

. 
会場費 講師謝金

出席者負担金 p 会費 交通費

2 研 修費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料
L 

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費 d !-2.0 
3 広 報 費

市民アンケート結果報告
広報誌(紙) 報告書等印刷費， 警護1 3, 520 

用冊子増刷
送料(折込料含む) 掲ウ載ェ代ブペ.ージ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費
J 

4 広 臆 費 自動車燃料費 資料作成費

ー茶菓子代 振込料

交通費
. 

旅費

要 請活5 陳情 動費 自動草燃料費 資料作成費

齢基料
• , ‘、I • 

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費 λ 

振込料
、、

-印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有料データベース 振込料
等利用料

、

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

d 
備品購入費 事リ務ー機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料
• I 

通信動車運燃搬料 ・
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動 費 自(按動分車燃)料費 その他
、.

支出年月日 2021年8月 25 目、 現金出納簿 16 メ仁hI、 きロt 3;520 支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1 6 

1 調李研究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費

区 分 ※該当する区分にO印

2 研修費 i ③広報費 j4 広聴費
一一 一一一一一一一-
6 会議費 !7 資料作成費 8 資料購入費

1 1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

支出目的

(支出事由)
市民アンケート報告書増刷用用紙代

市民アνケート報告書表紙カラー厚紙購入費

内容 1If�01!J( I ()‘ 

支出年月日

2021年

8月 10 日

支出先

丸三株式会社郡山店

支出金額

-35 2-0 円

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋善治

び料金内訳明細書等貼付

み斗ぞ ー領収証
ゅ似&~utvルt1義国様

￥ 3 ， 52 0 一

明君炉どJ 需野返却Hこ
事襲用品スーパーlIarusan 克三様式会祉 事出店

2021 年 8 月 10 日火曜日

《
υ

円
ζ「39

 

者
一
叩

当
収
担
領

ー・ 2 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

297 mmX 210 醐X 12 面 748 ， 440 mlÍi・・・ 1

2 対象外面積

① o mmX o mm二 。 mlﾍi 

② mmX 狙m 二二 mlﾍi 

③ 皿mX mm二ニ mlﾍi 

④ 皿mX mm二二 即i

⑤ m狙× mm= mlﾍi 

言十 。 md---n 

3 按分割合

E ﾗ 100 対象外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額 3, 520 内 ﾗ 対象外按分率 o % 

支出額 3, 520 円 m ニ対象経費 3, 520 円

0 円. . . III 

( 1 円以下切り上げ)
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市民アンケートのまとめ

民

告白 k
f常事、可

‘吾、，
h戸>，

為

評F

郡山市の木ヤマザ、クラ

202 1 年 2 月~4月実施

日本共産党郡山市議団



• 

ごあいさつ

今年 2 月 ..--4 月の問、 2 02 1 年の「市民アンケート」を実施しま

じた。コロナ禍の混乱の中でしたが、 2 1 7. 2 名の市民の皆さんカ月ら

ご協力をいただきました。本当にありがとうございました。

今回のアンケートに，;J:~これまでにも増して生活の困難を訴える切

実な市民の声が多数寄せられており、市政に対しても市民生活を守る

ための施策の実現を求める声があふれでいます。

皆さんから出された要望の実現のために市議会の場で全力をあげて

取り組むとともに、悪政の大本にある国政の転換に力を尽くしたいと

思います。

、
‘

、
丸
、
‘

2021 年 5 月

日本共産党郡山市議団

目次

1 頁設問 1 最近の暮らし向きは如何ですか。

2頁設問 2 1 の原因としてどのような理由が考えられますか。

3頁設問 3 新型コロナ対策で必要なことは何だと思いますか。

4頁設問4 コロナ禍のもとでの子育て支援策として郡山市に

• 何を求めますか。

5 頁設問 5 郡山市の持続的な地域総斉振興策として何が必要だ

と思いますか。

6頁設問 6 郡山市の高齢者支援策として何が必要ですか。

7頁設問 7 郡山市総合体育館の東に閥妾する水道局旧豊田貯水池

の利活用についてあなたのご意見をお聞かせください。

8 頁設問8 市政や議員活動などにご意見、ご要望などありました

らど自由にお書きください。

9 頁 回答者の年鮒蕎成



r 、

設問 1 最近の暮らし向きは如何ですか。

-高年齢でも働かないと生活できないとは、少々がっかりしています。

・老後の年金額が生勧jく準となっていないので今後の生活治清しい。いろいろ窮屈6

・コロナの影響で営業に行けない。苦しいのは外食関係だけではない。

-年金くらしと考えればまあまあです治人年金が少しずつ減り間態靭S増えると考えれぼ苦しい0

.コロナウイルスの影響て仕事例制守生活がきつい。

・コロナ禍で飲食業個人事業)は苦しい。

-来る日も来る日のドキドキです。年金額が少ない0

・これから先の見通しがつかず苦しくなるだろう 0

.出勤日数がへり手取り分治却戒った。

-可処扮開尋は月額 1 0万円。医療費の支出が多くなったので0

・こころ力演しくなった。生活や態度に出てくる。

-どんどん悪くなるようで心配。

R賛沢ほ言わないσ でも生活するのに少し苦しい。外出は 90歳を過ぎるとタクシーでないとダメ0

・収入がないに等しいd 給付型の支援をしてほしい。タクシ}ドヲ、イパー

-国民年金では生活できません。厚生年金ぐらいに引き上げて。コロナ・水害・地震の 3重苦0

・まあまあ。特に苦しい感じはない。思わないようにしている。

設問 1 最近の暮らし向き ..; I...:.'i 

(1 つだけOを}

，
寸
、
.

|良い 5 1 人
まあまあ 731人

川少し苦しい 9∞人

とても苦しい 445人

無回答 45人
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1 の原因としてどのような理由が考えられますか。設問 2

-米価の下落で収入が大幅にB制為しました0

.モノの値段の上昇と年金例制、。

・このようなおりに、仕事があり給与があり生活ができるだけでも良いと考えています。

・年金生活なので災害にあいさらに苦しくなった。これみ(上苦しくなると他人のものをとるよ

うな考えが溜きるので注意が必要。

ー鞠荷の予算の使い方が問題主防衛費予算の急増が間鼠年到着額せよ。

・少しでも宣陥句を心掛けているが何をするにも費用がかかる。固定的に支払わなければならな

いものが多く余裕がないd

・対帯2人年金生活のため大変です。的粥尋のためー倖何万円でも対合を望みます。

て生活必需品の値上げはすべての家庭に影響大の問題急今だからこそ焦点を当ててほしい0

・シニアになると仕事が郡山にはほとんどない。たまにあっても条件治癒すぎる。

-消費税 10%を 0%にしてほしい。

・消費税引き上げの財源が本来の目的と違うところに使われている0

.欠席しても国会議員に歳費支払'われるのはおかしい。

・じわりりわりと生活必需品の価格は上がっています。割り引クーポンは姿を消しました0

.コロナの影響で勤務時間が短縮され給料が少ない。

<設問 2>- .1の原因の理由についての回答

\
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(撤回答可)

2 

コロナ禍の影響 1099 

賃金や年金などの減少 1062 

消費税の引き上げ 849 

賃金の増加 53 

投資の利益 37 

その他 180 

無回答

• 



設問 3 新型コロナ対策で必要なことは何だと思いますか0

.治療薬の早期開発。

・なぜ、日本製のワクチンが開発されないのか不思議だ0

.余計なところにお金を使わない。

-事業者向例鵠老化給付は全く足りない。閣僚を受げながら営業をしている状況なので何と

かしてほしいです。

・政府は攻めの対策をしないで国民頼みで無策で、あった。まずは、全自動PCR検査機の承

認をしてバストラックに積んでクラスターとなるところを巡回すること0

・年収300万円以下の人に限定して特別給付金 1人 1 0万円を支給する0

.ゴーツーキャンペーンなどは安易に再開すべきではない。

. ・事業者への給付金を出してもパート、ア)V""引には還元されない。

ｷ PCR:検査の拡大で無岳民者を早く見つけて対処する。

自宅療養などもつてのほか。ホテルにはスタッアがいるので対応マニ-ュアノレを作って感染

者を隔離する。

いつで、も無料でPCR検査が受けられるようにして欲しい。

ー経済とのバランスも大切だがd尚理R見されている感じがする。園も県も感染者をゼロにす

る気はがない。

・ワクチンの安全幽笹保と早期接種の両立は無理です。

・フ。ライパシーの保護はわかるが感染した患者の情報をもっと詳しく。

‘\ 
1 
2 

設問 3 の項目別回答数〈複数回答可)
s , 

/ • 無回答圃 44

そ例也闇 95

雇用調整助成金など雇用対策の蹴

事業者への持続愉付金、家賃支援給付金の継続

特別給付金1人 1 0万円の再給付

ワクチシの安全性の確保ι早期接種

医療や介護保育などのケア労働従事者への支援

PCR検査の拡大三

i堕望国璽圃圃圃圃・・・圃圃圃園町 .495 

生791・E・E・

側副・・・・・・・園田・・・・・・・・・・・・・・・・園田園・・・・哩 1044 

間・・圃掴阻掴園田喧圃・圃圃・国堕旦圃圃・・圃圃哩田園堕堕堕-回目喧喧喧国圃 1318 

。 500 

oo 
n
J
 

n
U
 

4
f
A
 

令
u
m
M

M
m・
山
川

1500 
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同圃圃園田ー田園圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃司
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設問 4 コロナ禍のもとで子育て支援策として郡山市に

何を求めますかム

・母子家庭への援助をもっと増やしてほしい。勝見が安心して生活できる世の中か宝鎮では0

・ 5b守化、過疎化などなど問題がありすぎる。市民の意見を取り入れてなんでも実行すべき0

・結婚、出産に希望が持てる政策すべてが必要。

-車に乗り携帯を持ち外食の日常です。大学や専門学校入学も突然包きるのではなくわかって

いたことではないのか。親の心の問題です0

.未来の大人を大切にしなければ明るい未来はない0

.何でも無料の支援が多すぎる。

¥ ・東京の大学に進学してもオンライン授業。アパート代は住まなくても 6万円。何とかして。)
. ・子育て支援は必要ですが、財怖足を増税で賄うのは困ります。

・郡山市は子育て支援に力を注いでいると思う。

-若い世代や学生のくらしが大変になってきているので行歌のきめ細やかな支援が必要。

・出産後仕事が見つかる-か不安。産後に必ず袖付金が出る申渡を望む。

・男性が正社員で安定した収入が得られる企業育成が必要。

・コロナ禍でなくとも子どもへの支援は出来るだけした方が良いのでは0

・ PTA任劇日入の徹底。子ども食堂代の支援急

・我々の世代 (70fりから比べれば子育て支援は良くなっておりうらやましい。

ぬ281 翻4 子育て撒として郡山市(求める麟(徽囲網1200 1128 
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郡山市の持続的な地域経済振興策として何が必要だと

思いますか。

設問 5

，・ 3
a 

-企業誘致にカを入れて欲しい。若者の流出を防げる。

-市街伺礎区域の見直し。南インター付近は40年間変わっていない0

再生可能エネルギーを含む自然エネルギーへの投資。

-郡山市だけでなく福島県全体ですが官公庁の工事発注とかイベシト主催の場合は地元企

業に仕事をまわし地主にお金を落としてほしい。他県に材土がある会社とかはあり得ない0

.若者に農業などい次産業への就職あっせん。

・県産品の国内外の放射能懸念の払拭。

・イオンモールや IKEA~ コストコなとヲ型ショツヒ。シグモーJレを増やし他県からも集客を0

.お店や封土がコロナで街路しないように支援を。

・中央工業団地の勤k被害は恥ずかしいです?

・最低賃金への市独自の上乗せ補鵬|践。

-郡山腕司辺の駐車料金引き下げL

-高齢者が働ける場所の確(込

・老朽化した公共物件の更新は樹首撲に。

・若い人治響調印こチャレシジできるように起業時の金銭面のサポートがあればよい0

・優秀な若者に奨学金を給付し全紙に戻ってもらう制度をつくる5

-県外から来たものですが郡山市の野菜はとてもおいしい。地慰留資をしっかりと。

J-

、
i

・

J設問 5

地域経済の振興策は〈複数回答可〉• 
巴)
無
回
答
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郡山市の高齢者支援策として何が必要ですか。

タクシーカード制度をつくる。 1 回乗車5 キロ以内 5 0.0 円 1 0 キロまで 1000 円・-・・

.ノシステy フシfスを増やし足治不自由でも利用できるように。

・高齢者の集う坊ýf'やイベント、孫や若い人たちとの交流の場。

-高齢者が草の運転をしない方向に進むのであれiま:パス、タクシーの和朗が安い料金でできるよ

うにしてほしい。無料より良い。

-高齢者がペットを飼えるようにしてほしい。例え陪保飽ヲfで保護されている犬を高齢者が引き

取り飼えなくなったらまた市が引き取るo

・通院にマイ.カ-ーを使っているが免許証を返土した時の郊置費の負担が苦しい0

.介護側斜の引き下げ凶器動搬の充実を。

-日中のパスはガヲガヲ。日中、高齢者のバス料金を低料金にすれば乗車率も上がるのでは0

・高齢者向けのパス、タクシー利用券の額を増やしてほしい。

・補臓器か清額でび‘っくりした。安いのでは約に立たないと言われた。補助制度を0

・高齢者が安心して集まり運動のできる公園の整備。

-蹴虫な高齢者を訪問して困りごとなど便利屋的な活鍬呂織を立ち土げてほしい0

・美術館等を無桝にしてほしい。高齢者が楽しんで明るく過ごせる場計と送風

・東京では高齢者になると年間 1 0.，00 円でパス券カ溌行され-る。郡山市でも検討してほしい。

高齢者支援策として何が必要ですか〈複数回答可〉

設問 6
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設問 7 郡山市総合体育館の東に隣接する水道局旧豊田貯水池の

利活用についてあなたのご意見をお聞かせください。

-やっと生活しているコロナ禍のなかでは何もしなし.ミのが一番。今ではないと思います。

・立派な音楽堂が欲しい。残りの用地を駐車易にしてほしい。地域おこしにも役立つ。開成山

地区には大きな駐車場約必要。

・老人が運営し老人が働くこともできる老人タウシはどうでしょうか0

・実際に見てみましたがかなり広い。子供のための公園に利用希望。

・音楽に限定しないで展示場など広く活動に利用できる施説その際、十分な駐車易確保を0

・保育園、煽閥、老人ホームなど一緒になっ.ている施設をつくってほしい。

・ドーム勝易のような人を呼べる場にしてほしい。

・市民の健康維持ができる公共空聞にしてミださい。 水辺がるのも良いと思います。

・大震災時に千葉に住んでいました。埋め立てをした道路は液状化や道路の陥没がひどく見る

に堪えなかった。なので埋め立てには反対します。

・どう活用する治、未来の郡山市民に役立つものにするためじっくりと考え決めて欲しい0

・維持費がかかるので公共施設はもういらない。宅造して嘉まま民

・音楽の街と言われるのにコンサートホールなどがないのが変だと思っていた。コロナの中で

はそのままにしておくしかないのかと思う。

・埋め立ては制す闘す。調整池として71侶公園とじて体育館と文学の森と一件謹備0

・大型パスの駐車暴にする。-

・建設費や管理費などが財故負担にならないような政策を。

"' 

斗
-

749 800 旧豊田貯水池の

利活用について・

52~ ，(複数回答可)

設問 7
100 • 546 A

U
 

nu 
fo 

500 

m
門
什
無
岡
援
口

山
一
そ
の
他

ぬ
ゆ
『
当
面
現
状
の
ま
ま
に

I
F

し
て
お
く

埋
め
立
て
な
い
で
整

地
し
て
自
由
広
場
と

し
て
市
民
に
開
放
す

ヲ
Q埋

め
立
て
な
い
で
、
大

爾
の
隠
の
調
盤
池
に
す

る
.

7 

i
i

民
間
に
売
却
し
商
業

間
一
施
設
や
マ
ン
シ
ヨ
シ

;
r
t
i

用
地
等
に
活
用
す
る

る生埋
かめ
し立
たて
公て
園自
に然
すを

387 

埋
め
立
て
て
公
共
施

設
〈
膏
薬
堂
な
ど
)
用

地
と
す
る

400 

300 " 

1 Ar、

200 



ご要望などありまし市政や議員活動などにご意見、

たらど自由にお書きください。

設問 8

. 
-

\},

J 

-私は日本業}理店を営み社員は 10 名ほどいます。コロナにより経営はとても厳しくなっ

ています。私たちの商売を考えるならゴーツーなどやらないでコロナの撲滅を完全にやっ.

てほしい。

・アンケートでもらった意見を実現してください。形だけにはしないでくださしも

-デフレから附していないのに税金や国保などがあがり手取りが下がっている。子供か

らも税金を取る消費札

・ふるさと納税は不公平だ。金持ちが得するだけだ。

-商業都市と言われています瓜教育環境、文化関連の向上により品のある美しい郡山市

であってほしい。

-市が運営する老人ホームなど高齢者施設を開設して欲しい0

.歩併合者の生活の苦しさを理解して欲しい。

ｷ 70.代の医療費が増大して生活カ清しい。

-県庁を郡山市に。いわき会瀞也区の人がかわいそう 0

・ペットを飼える住宅(アパート)を増やす。

-郡山中央工業団地の 2 回の水害に関わる封也欝言、企業蹴昼を含む責街宣求と対策。転

勤になり運命が変わってしまった。

-郡山駅前にデコ屋敷をつくる。安積房flJ<とデコ屋敷が郡山の文化の一番の財産です。

-何をやっているのか議員の活動が見えない。行政の提示した施策の是非だけをやってい

るように見える。提案能力があるのカ凝わしい。

-国会で、もペーバーレスをやっていないのになせ濯F山で、はすすめるのか。市の財政を苦し

くする原因ではありませんか。もっと市民の対話に財を使って欲しい。

-地域を晃て聞いて今国っているととを知ってほしい。永徳橋から日J将司交門怖邸液くら

い。台風 19号水害でパスが徳定まで来なくなった。高齢者治界便で困っています。

-議員の不特事が多すぎる。自覚が足りない。月給取り議員はいらない。

・市政の可視化。公共施設(健康の鮒繍進に係る施設)の無料利用。

・震災にあった都市にして総共料金治鳴いので減らせる対策を櫛噸いたい。

・学校給食費の半額助成期間の延長嬉しかったで、す。高齢者が安心して通院できるように0

・郡山の市長や議員は全く分かっていない。飲剣吉やデ〉f-k ホテルなど毎日どんな思

いで仕事に立ち向かっているのか。

・自動車を使わす渉くと道路の状態が悪いところに気が付く。子ども、障がい者、高齢者

の歩きやすい様にしてほしい。
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く設問8の続き〉

・市政もそうですが市議会議員活動も SNS などで発信して市民とのE闘世を縮め相談などの窓

口を広げるべき。

-共産党議員の活動が全く目立たない。

-貧困世帯をもっと掘り起こしてください。

・年金生活者は食費を削つでいるのに使う側は湯水のごとく。議員も年金収入の額で生活し

てみればL

-貧困による弱者にもっと寄り添って欲しい。

・市の広報紙やごみカレンダーなどは貴重な情報源。みんなにいきわたる対策を講じるべき0

..議員の概カ咲いように思える。市民との対話もな油輸に思える。

• 

-議員の質向上のため勉強すベし。郡山市の展望を語れる議員は少ない。

ｷ r復興オD ンヒヘy クJ と県民を侮ったオリンヒロック聖火リレーの中止を決断すれば国にイン

パクトを与えられる。税金の無駄使いするコロナ禍でのオリンピックは中止すべきです。

ｷ 1 ケ所も郡山市にはパークゴルフ場はありません。人口の減った郊外に 1 か蹄績を0

・空き溺様と農業後継者不足による農地の荒廃防止対策に全力を尽くしてもらいたい。

アンケート回答者の年齢構成について

700 回答総数 624 

600 

500 
2172 -453 

400 
11 n 11 n 

300 242 253 
214 

200 153 146 
78 

日 口100 2 
口。 . 

、ー内や 'v や 6ち-や~公-会<t;，~や b凡-賢一へ凡賢一 もも.64vF 

9 
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連絡先郡山市深沢2 -10-1 2 

防共産党郡山・安選挙也区委員会

密 024-922-3801 J 

岡田 高橋善治市議
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別記第 1 号様式 支 出 調 室
田代-表~者 経理責任者 起案者

会派名 霊安 @ 高橋奇襲
日本共産党郡山市議団 ,. , 

区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 、旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

交通費
、

出席者負担金・会資

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料
J 

r 、

会場費 1 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 会派市議会だより 広報誌(紙) 264,. 000 報告書等印刷費 408, 375 
送料(折込料含む) 144, 375 掲ウ載ェ代/:ベ〕ジ

r 

茶菓子代 振込料
、

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

、

茶菓子代 振込料 t 

交通費 旅費

要 請活 自動車燃料費 -資料作成費6 陳情 動費
振詰料

、町 会場費 突通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費
，、

振込料
、

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有等利料デ用ι料タベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 事ゾ務ー機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通動信車運燃搬料
電話料等(按分) 郵便料等

11自費 自〈按動分車燃)料'費 その他

支出年月日 2021年10月 20 日 現金出納簿
17 合計 408, 37"5 支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 1 7 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

÷15器十f-Ztti:?-L日比五日広報誌(紙}
支出費目を記入

支出目的
会派市議会だより発行

(支出事由)

企派市議会主主り印明 ] 

内 廿dて，

/ 

支出年月日 支 出 先

2021年
有限会社郡山共同印刷

10月 20 日 .J 

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

、

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額
f 

2 6 400'0 円

副

輔副童話
、4 ・
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 皿X 2 面 207， 044 mnl ・ 1 

2 対象外面積

① o m皿× o mm= 。

② mmX mm コ=

③ mmX mm二三

④ mmX mm= 

⑤ mmX mm二

言十 。

3 按分割合

立 ﾗ 100 対象外按分率

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率

mnl 

mnl 

皿i

mnl 

m面

m品. . . 11 

。 % 

o % = 0 p:j.. 'iii 

(1円以下切り上げ)

支出額 264, 000 円 m 二対象経費 264, 000 円



g
R
議
会
主

役
報
告現を

之?I
伽、伽も

引
郡
山
市
議
会
の9
月
定
例
会
が
、
9

月
ω
日
(
木
)
に
終
了
し
ま
し
た
。
1

か
月
の
長
丁
場
で
し
た
が
、
前
半
は9
月
補
正
予

M

山
算
と
市
民
か
ら
の
請
願
の
審
査
、
後
半
は
若

2

年
度
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
官
、

9
月
補
正
日

目
予
算
関
連
議
案
で
は
、
麓
山
地
区
立
体
駐
車
場
建
設
伝
関
わ
る
予
算
議
案

1

件
に
つ
い
て
反
対
し
ま
し
た
が
、
市
提
出
議
案
は
す

M

M

べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

2

件
の
請
願
の
う
ち
、
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
山

川
れ
た1件
の
請
願
(
旧
豊
田
貯
水
池
を
活
用
し
治
水
対
策
の
強
化
を
)
に
つ

U
て
、
共
産
党
市
議
団
は
、
杢
玄
議
で
採
択
賛
成
の
日

日
討
論
を
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
①
岡
田
議
員
と
一
幕
議
員
の
一
般
質
問
、
②
定
例
会
期
間
中
に
市
当
局
よ
り
提
案
さ
れ
疋

2
件
川

の
施
策
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
お
知
ら
甘
し
ま
す
。

新
製
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
院
つ
い
で

質
問
;
第
6
波
の
感
染
拡
大
に
そ
な
え
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
医
療
機
関

や
宿
泊
療
養
施
設
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
医
療
体
制
の
確
保
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
措

法
に
基
づ
き
県
の
対
応
で
あ
る
が
、
8

月
か
ら
入
院
病
床
を
却
床
増

や
し
6
3
7

床
に
、
9

月
か
ら
宿
泊
療
養
施
設
を
1
0
0

室
増
や
し

5
0
3

室
に
改
善
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
郡
山
医
師
会
と
連
携

し
、
入
院
病
床
の
確
保
や
新
た
な
受
け
入
れ
医
療
機
関
の
拡
充
に
努

め
て
い
く
。

質
問
;
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
を
し
た
市
民
、
県
外
か
ら
の
帰
省
者
・

入
郡
者
を
対
象
に
・
P
C
R
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
郡
山
駅
の
協
力
を

仰
ぎ
、
駅
構
内
に
P
C
R
検
査
実
施
施
設
の
設
置
を
!
ま
た
、
希
望

者
が
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
P
C
R
検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
体
制

の
整
備
を
!

答
弁
;
駅
構
内
の
検
査
施
設
設
置
に
は
、
医
療
関
係
者
等
の
人
員
や

受
検
者
の
待
機
場
所
の
確
保
等
課
題
が
あ
る
。
.

希
望
者
の
P
C
R
検
査
に
つ
い
て
は
、
市
内
1
0
7

か
所
の
医
療
機

関
で
医
師
の
判
断
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
保
健
所
や

県
の
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

補
聴
器
薦
入
へ
の
舗
働
制
度
に
つ
い
て

質
問
;
こ
の
間
、
支
援
制
度
を
設
け
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
。

片
耳
目
i
m
万
円
と
高
額
な
こ
と
、
社
会
的
活
動
に
参
加
す
る
上
で

の
必
需
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
市
に
よ
る
補
助
制
度
の
新
設

が
緊
急
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
補
聴
器
の
購
入
及
び
修
理
に
か
か
る
費
用
が
、
中
程
度
難
聴

の
高
齢
者
に
と
っ
で
重
い
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
国

も
難
聴
が
認
知
症
発
症
の
危
険
因
子
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
補
助
制
度
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

務
員
兼
務
で
あ
る
が
、
用
務
分
野
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
保
育
支
援

者
と
巡
回
環
境
整
備
員
を
あ
ら
た
に
記
置
し
た
。

保
育
土
の
一
待
遇
故
善
一
に
つ
い
て
“

質
問
;
保
育
士
不
足
と
多
忙
化
が
保
育
職
場
の
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
職
場
の
正
規
職
員
の
比
率
を
高
め
る
将
来
構
想
が
必
要
で
は

-

な
し
か

答
弁
;
本
年
4
月
1

日
現
在
、
本
市
公
立
保
育
所
で
は
正
規2
1

3

名
、
非
正
規
1
5
0

名
。
所
長
及
び
副
所
長
、
ク
ラ
ス
の
主
担

任
は
正
規
職
員
が
担
う
な
ど
の
役
割
分
担
を
行
っ
て
お
り
、
正
規

職
員
の
比
率
に
ゲ
い
て
は
特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
γ

長
期
間
据
え
置
か
れ
て
い
る
保
育
士
の
配
置
基
準
の
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
#
;
現
在
の
基
準
は
1
9
9
8

年
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
、
保

育
ニ
l

ズ
の
多
様
化
、
保
育
士
の
業
務
負
担
の
増
大
と
い
う
側
面

は
あ
る
が
、
保
育
士
不
足
の
現
状
、
今
後
の
こ
ど
も
人
口
の
減
少

な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
保
育
士
配
置
基
準
の
改
定
を
国
に
求
め
る

こ
と
も
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

乙

学
按
司
奮
の
市
鴫
員
化
に
つ
い
て

/ 

質
問
;
学
校
司
書
の
報
酬
を
半
額
保
護
者
負
担
で
賄
う
と
い
う
法

律
違
反
と
も
い
え
る
や
り
方
は
す
ぐ
に
も
中
止
し
、
全
額
市
の
負

担
に
移
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
;
各
学
校
の
校
長
に
よ
る
学
校
司
書
の
聞
き
取
り
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
懇
談
会
で
の
検
討
、
関
係
団
体
と
の
協
議
な
ど
を

重
ね
、
検
討
し
て
い
く
。

39--~糾恥¥ 

会
計
年
度
佳
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
子

質
問
;
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
に
移
行
し
た
常
勤
嘱
託
職
員
の
休
暇
制
度

が
改
悪
さ
れ
た
の
は
、
正
規
職
員
と
の
均
等
待
遇
と
は
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
.
￡

答
弁
;
総
務
省
よ
り
指
示
さ
れ
た
事
務
処
理
マ
ニ
ユ
マ
み
に
よ
れ
ば

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
は
、
国
の

非
常
勤
職
員
と
の
聞
に
権
衡
を
失
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
。
本
市
の
場
合
、
国
・
・
県
と
の
均
衡
に
配
慮
し
て
勤
務
条
件

を
整
備
し
た
。

質
問
;
国
家
公
務
員
の
非
常
勤
職
員
に
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
が
、

市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
支
給
さ
れ
な
い
の
は
、
差
別
待
遇
で
は
・
.

な
い
か
?

答
弁
;
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
勤
勉
手
当
は
「
支
給
し
な
い

こ
と
を
基
本
」
と
さ
れ
で
い
る
。
同
時
に
「
検
討
課
題
ど
す
べ
き
も

の
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
現
在
の
と
こ
ろ
改
正
予
定
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

質
問
・
:
公
立
保
育
所
の
非
正
規
調
理
員
の
勤
務
が
一
日2
時
間
短
縮

さ
れ
、
業
務
に
支
障
が
出
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
保
育
施
設
の
調
理
現
場
は
、
午
前
工
O

時
の
お
や
つ
、
・
昼

食
、
午
後
3
時
の
お
や
つ
の
時
間
帯
が
特
に
人
‘
員
を
必
要
と
す
右
こ

\
と
か
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
を
1

名
、
繁
恰
と
hな
る
時
間
帯
の
た
め
・

に

d
lト
タ
イ
ム
職
員
2

名
を
配
置
し
て
い
る
。
な
お
、
調
理
員
は
貯

先
の
6
月
議
会
で
可
決

(
日
本
共
産
党
は
反
対
)

さ
れ
た
「
市
営
住
宅
管
理

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
」
す
る
施

策
が
、
導
入
段
階
で
行
き
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
初
年
8

月
に
事
前
サ
ウ
ン
デ
イ
ン

グ
(
市
場
調
査
)
、
や
今
年
7

月
の
申
請

予
定
者
か
ら
の
質
問
受
付
・
回
答
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
圃8
月
初
日
の

.
申
請
書
の
受
付
に
提
出
者
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、

申
請
を
見
送
っ
た
理
由
と
し
て
「
提
示

さ
れ
た
指
定
管
理
料
の
上
限
内
で
は
、

収
益
を
確
保
し
つ
つ
安
定
的
に
.
運
営
す

る
の
が
難
し
い
」
「
市
内
に
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
地
元
業

者
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
中
で
コ
ス
ト

メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
の
は
難
し
い
」

と
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
指
定
管
理
料

の
算
定
方
法
の
再
検
証
、
予
算
内
で
の

仕
様
の
見
直
し
な
ど
、
再
度
検
討
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
郡
山
市
の
提
示
し

た
指
定
管
理
料
は
先
行
他
市
と
比
較
し

て
も
決
し
て
低
い
金
額
で
は
な
い
た

め
、
制
度
導
入
の
根
本
が
否
定
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
制
度
導
入
は
、
き

っ
ぱ
り
と
断
念
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

・
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
〈
一

V

治
郎

、
a
B
E
B，
善
則

帆
岨
婦
問
'
一
魚
川

〆
島
園
田
伺U
F
e
橘
川

-
1

司
姐
可
高
官

よ

-
-
E
市
，
実
四

一
-
掴
温
処
笛
制

』

-
F
3
.

『
田
川

夕
日
お
間
宮

市議会だより
No.144 2021 年 10 月号
日本共産党郡山市議団

. 
' .. 

' 



.4 

一
両
閣
注
品
♂
川
崎
品ι
目
白
E
順
一
一
一

廃
綾
活
用
の
介
種
施
段
運
営
、
震
含
タ
ク
シ
ー
の
一
今
定
例
会
中
、
こ
ど
も
部
か
ら
令
和

4
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
と
い
う2
件
の
施
一

E
R改
善
、
笛
織
パ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
一
策
に
つ
い
て
の
提
案
が
共
産
党
市
議
団
に
あ
り
ま
し
た
。

1

件
は
、
放
課
後
児
童
ク
一

i

ト
ド

r
i
l
l
-
-
}

十

l
|
l
i
l
i
-
-

ー
ド

l

一
一
フ
ブ
の
利
用
料
金
の
引
き
上
げ
(
現
行
料
金
月

3
、

7
0
0

円
を
1

・3

倍
に
あ
た
一

質
問
;
田
村
地
区
の
地
域
振
興
の
た
め
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
施
設
を
…
る
4

、

g
o
-
-
O円
に
引
き
上
げ
る
)
で
す
。
同
時
に
減
免
制
度
を
導
入
す
る
と
は
し
…

活
用
し
た
入
居
施
設
を
持
つ
介
護
施
設
の
公
設
民
営
事
業
を
検
討
し
て
一
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
利
用
者
が
月

1
、

1
0
0

円
の
負
担
増
に
な
机
ま
ず
。
正
式
一

は
ど
う
か
?
一
に
は
、
ロ
月
議
会
に
条
例
案
が
提
出
さ
れ
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
バ
申
し
一

答
弁
;
湖
南
町
の
よ
う
な
、
廃
校
を
活
用
し
た
民
設
民
営
事
業
の
提
案
一
込
み
開
始
前
に
議
会
に
知
ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
他
会
派
か
一

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。
[
一
ら
も
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
、
ロ
月
議
会
で
の
焦
点
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
一

質
問
?
西
田
地
区
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
に
比
較
し
、
田
村
地
区
の
甲
一
も
う
1
件
は
、
保
育
所
の
調
理
業
務
の
民
問
委
託
で
す
。
お
あ
る
公
立
保
育
所
の
一

用
者
は
非
常
に
少
な
い
。
郡
山
駅
ま
で
目
的
地
を
延
伸
さ
せ
る
こ
と
が
一
う
ち
、
来
年

4
月
か
ら
3
か
所
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
現
在
市
雇
…

必
要
で
は
な
い
か
。
一
用
の
給
食
調
理
員
を
退
職
不
補
充
と
し
て
、
民
間
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
一

答
弁
;
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
は
、
路
線
パ
ス
が
廃
止
さ
れ
る
地
域
に
お
一
す
。
こ
の
問
題
も
、
ロ
月
議
会
に
債
務
負
担
行
為
補
正
予
算
議
案
と
し
て
、
・
正
式
に
一

い
て
、
高
齢
者
な
ど
地
域
の
足
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
‘
川
一
提
案
さ
料
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

る
。
田
村
地
区
は
蓬
回
線
、
東
山
霊
園
線
の
パ
ス

2

路
線
が
運
行
さ
れ
て
・
一

(2) 

コ
ロ
ナ
累

t

急
支
援
鎗
付
金
、

援
策
に
つ
い
て
‘

市
民
生
活
安

支
給
対
象
が
限
定
さ
れ

質
問
-
vコ
ロ
ナ
緊
急
支
揺
給
付
金
第
2

弾
は
、

た
が
、
そ
の
理
由
は
?

答
弁
;
国
の
月
次
支
援
金
や
県
の

一
時
金
と
対
象
基
準
を
合
わ
せ
た
。

i

コ
ロ
ナ
以
外
の
要
因
に
よ
り
売
り
\
こ

上
げ
が
減
少
し
た
事
業
者
は
、
対
「
吋
園

象
か
ら
外
れ
る
。
対
象
事
業
者
数

d
s

は
、
第
五
の

7

割
程
度
と
想
定

V間
酪
凶

し
て
い
る
。
直
接
的
な
影
響
を
受
1

・
回
園

け
た
事
業
者
と
は
、
具
体
的
に
は
・
・
一

タ
ク
シ
ー
や
運
転
代
行
、
・
観
光
・
.
、B

遊
興
関
連
の
施
設
を
運
営
す
る
事
圃
凶
一

業
者
、
イ
ベ
ン
ト
関
連
や
理
美
容
、
盟
丘
叫

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
。
業
種
を
限

定
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
の
関
連
性
に
よ
り
判

断
す
る
。

e
-
~

質
問
;
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
家
賃
水

h
配
か
生
活
保
護
制
度
の
住
宅
扶
助
限
度
額
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
か

a
・
改
善
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
限
度
額
の
見
直
し
を
国
に

求
め
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
'
自
立
支
援
金
の
家
賃

水
準
を
県
内
中
核
市
と
同
程
度
に
引
き
上
げ
る
適
用
基
準
の
緩
和
を
お

こ
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
住
宅
扶
助
限
度
額
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
令
和
3

年
3

月
幻
自
に
文
書
で
厚
労
省
に
要
望
を
行
っ
た
。
自
立
支
援
金
を
算

定
す
る
家
賃
水
準
は
、
国
の
基
準
に
よ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

り
一
質
問
;
生
活
保
護
制
度
の
運
用
に
あ
た
っ
て
の
扶
養
照
会
と
草
の
保
有

弘
一
制
限
に
つ
い
tて
、
今
年
3

月
と

4

月
の
固
か
ら
の
通
知
で
見
直
し
が
行

先
一
わ
-
れ
た
が
、
郡
山
市
の
状
視
は
ど
う
'
な
台
だ
や
る
か

o
n
-
-

b
z
f
 

議
一
答
弁
;
扶
養
照
会
に
つ
い
て
は
、
扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で
き
な
い

市
一
者
の
判
断
基
準
が
変
更
に
な
っ
た
。
λ
ハ
音
信
不
通
の
期
聞
が
初
年
聞
か

ら
凶
年
程
度
に
短
縮
V
〈
縁
が
切
ら
れ
て
い
る
等
の
関
係
不
良
も
判
断

基
準
に
追
加
V

な
ど
に
よ
り
、
新
規
申
請
2
2
4

件
に
お
い
て
、
扶
養

義
務
者
4
9
7

名
の
う
ち
1
0
8

名
の
調
査
を
省
略
し
た
。
車
の
保
有

に
つ
い
て
は
、
八
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
一
時
的
に
就
労
が
途
絶
え

生
活
保
護
を
受
け
る
場
合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
後
増
収
が
見
込
め
れ

ば
1

年
後
も
処
分
指
導
が
免
除
さ
れ
る
V

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
2

年

4

月
7

官
以
降
保
護
を
開
始
し
車
を
所
有
し
て
い
た
日
件
の
う
ち
、


件
だ
け
が
該
当
し
て
い
る
。

.

.

 
同
;
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
費
の
財
源
内
訳
と
、

国
へ
の
要
請
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
?

答
弁
;
令
和
2

年
度
決
算
の
コ
ロ
ナ
対
策
費
は
約
必
億
円
で
国
庫
支
出

金
が
必
・
1

億
円
、
本
年
度
9

月
補
正
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
予
算

額
的
・
8

億
円
の
財
源
内
訳
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
国
庫
支

出
金
が
必
・
9

億
円
、
市
の
一
般
財
源
が
幻
億
円
。
国
に
対
し
て
は
、

特
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
活
用
可
能
な
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
延

長
・
拡
充
を
要
望
し
て
お
り
、
本
年
8

月
に
も
全
国
で
は
1
0
0
0

億

円
、
本
市
に
は
2

億
8
5
0
0

万
円
の
追
加
配
分
が
決
定
し
た
。

2021年10月

て
い
る
こ
と
、
磐
城
守
山
駅
か
ら
郡
山
駅
ま
で
印
分
で
移
動
で
き
る
こ
と
な
ど
他
の
交

通
手
段
が
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
郡
山
駅
ま
で
の
延
伸
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

質
問
;
路
線
パ
ス
の
利
用
促
進
策
と
し
て
、
高
校
生
の
パ
ス
定
期
券
の
購
入
費
補
助
、

障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
利
用
者
の
通
勤
費
補
助
、
高
齢
者
共
通
利
用
券
の
利
用
範
囲

の
拡
大
、
花
歳
以
上
の
無
料
化
な
ど
積
極
的
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
1

福
島
交
通
独
自
で
、
.
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
可
能
な
お
得
な
料
金
設
定

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
布
歳
以
上
高
齢
者
の
「
ノ
ル
カ
パ
ス
花
」
は
ロ
か
月
利
用
で
2

3
、

0
0
0

円
で
あ
り
、
共
通
利
用
券
8

、

0
0
0

円
を
使
え
ば
、
1

か
月
l
、

2
5

0

円
で
乗
り
放
題
と
な
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
「
郡
山
総
合
都
市
交
通
戦
略
協
議
会
」

で
議
論
し
て
い
く
。

わ
し
計
画
が
進
む
嵐
山
立
体
駐
車
揚
健
闘
す
る
疑
問
点

質
問
;
麓
山
地
区
立
体
駐
車
場
は
原
則
有
料
と
さ
れ
て
い
る
が
、
有
料
の
対
象
を
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ス
ム
ー
ズ
な
入
出
庫
の
住
組
み
に
つ
い
て
は
検
討
レ
て

い
る
の
か
。

答
弁
;
有
料
化
の
対
象
は
、
麓
山
地
区
の
公
共
施
設
利
用
者
以
外
の
方
、
一
定
時
間
を

超
え
て
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
を
想
怠
し
て
い
る
。
な
お
、
立
体
駐
車
場
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
麓
山
地
区
5

公
共
施
設
連
絡
会
等
で
詑
年
9

月
を
目
途
に
検
討
し
て
い
く
。
ス

ム
ー
ズ
な
入
出
庫
に
つ
い
て
は
、
県
庁
駐
車
場
の
事
例
な
ど
参
考
に
す
る
が
、
車
番
認

証
装
置
な
ど
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

質
問
;
立
体
駐
車
場
の
発
注
に
あ
た
っ
て
ー
元
請
は
地
元
企
業
、
下
請
け
も
地
元
企
業

の
優
先
使
用
を
条
件
と
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か

答
弁
;
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
立
体
駐
車
場
を
建
設
で
き
る
会
社
は
、
一
般

社
団
法
人
日
本
自
委
副
駐
車
場
工
業
会
の
会
員
会
社
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
郡
山
市
に
本

店
を
有
し
て
い
な
い
。
下
請
け
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
受
注
者
の
判
断
に
よ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

も
っ
た
い
な
い
、
臨
時
駐
車
場
は
そ
の
ま
ま
使
用
継
続
を

質
問
;
立
体
駐
車
場
建
設
工
事
期
間
中
の
代
換
え
駐
車
場
と
し
て
豊
田
浄
水
場
跡
地
位

臨
時
駐
車
場
を
設
け
る
た
め
予
算
4
6
8

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
利
用
期
間
は
工

事
期
間
中
と
な
っ
て
い
る
が
、
せ
っ
か
く
税
金
を
使
っ
て
整
備
す
る
の
だ
か
ら
そ
の
後

も
暫
定
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
は
。

答
弁
;
利
用
期
間
の
延
長
は
考
え
て
い
な
い
。

み
な
し
道
蹟
工
事
の
迅
速
化
を
濃
め
て

質
問
;
み
な
し
道
路
の
整
備
を
求
め
る
声
が
共
産
党
市
議
団
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

令
和
2

年
度
で
見
て
も
用
地
買
収
1
1
3

件
に
対
し
道
路
工
事
が
引
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
予
算
規
模
で
は
工
事
が
追
い
付
か
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
工
事
予
算
の

増
額
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
み
な
し
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
予
算
措
置
に
つ
と
め
、
迅
速
化
を
図
っ
て

い
る
。
申
請
が
な
さ
れ
て
か
ら
工
事
着
手
ま
で
は
一
般
に1
年
半
か
ら
2
年
程
度
を
要

し
て
い
る
。
申
請
者
に
対
し
て
工
事
の
見
通
し
な
ど
の
状
況
を
説
明
し
て
い
く
。

水
み
な
し
道
路
と
は
・
・
幅
が

4
m
未
満
の
道
路
で
、
建
築
基
準
法
第
位
条2
項
の
規
定
に
よ
り
道

路
で
あ
る
こ
と
を
「
み
な
す
」
と
さ
れ
た
道
路
の
こ
と
。
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支出明細書兼支出証明書
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三11也里型事空塑務所竺塑竺費i-i!21f1ー1研会 通修議信運費費搬・③自1動i車3燃広f料一費}1'空t(性郵豆便料-よ等i)48 広資料聴購入費費 送料(折込料含む)
支出費目を記入

支出回的 一-一一一，一一一一一e ……… 一一m一一一
会派市議会だより朝刊折込費用 、

(支出事由)

会派市議会だよりを-37500 枚 1 0 月 17 日付朝刊に折り込む.
…-一一一一一一一一一一……ー…一一…一一一一一一…ー・・一一……一一一一一一一一一"一回一一一…・ー

}内
廿r去，

一一一.一一一・一一・・・.....__...・-…一一一一一-一.• ・一一一-_...・-一一一一一

支出年月日 支 出 先 支出金額
1 

2021年
有限会社郡山共同印刷

J 

144375 円
1Q月 20 日

-・

上記のとおり支出レます。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してくださし、

高橋噌j
叫 -1""0



別記第11号様式

領収書等整理票

...~. ._1信白山知的問吟ヤ~M均二一 ー_._---_..__..~.-.-~-----_. _._-一二一- J--hi--ml;-
処ソJ山三時k出抱~;~{~除却制抗争以念公机・店時総別部品ゐ'c.;.C， "'1:・ J砕

語索 孟当 .2 0之/年/()月 1.夕日 No. 一一一一一一--_.~一一 t 

7
3
J
-
H
L
r
省
.
，
a
a
E
E
l
-
-
v
a
-
-
'
M

旦松主主霊E虫卒-設国一~善一
下記のとおり御請求申し上げます

晶名

ム百八 fご ぷ

2 柔hl新村込: '. ト笠いl 久
3 

4 

5 

6 

E3: 
4E当3h 計

-
s
j
i
-
-

‘ 

• 
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 mmX 2 面= 207, 044 mtd. i 

2 対象外面積

① o mm>く o mni= 。 1111i 

② mmX mm= nufi 

③ mmX mm= In15 

@ mmX mm= nufi 

⑤ mmX mm= nnd 

計 。 mE2 ・・・ ii

3 按分割合

五 -T i X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 144, 375 円 ﾗ 対象外按分率 .0 % = 0 円・・・出

( 1 円以下切り上げ)

支出額 144， 375 円一温=対象経費 144， 375 円



"肱コロナ

之?
伽、曲

引
郡
山
市
議
会
の9
月
定
例
会
が
、9
月
初
日
(
木
)
に
終
了
し
ま
し
た
。
1
か
月
の
長
丁
場
で
し
疋
が
、
前
半
は
9
月
補
正
予
日

山
算
と
市
民
か
ら
の
請
願
の
審
査
、
後
半
は
令
和

2

年
度
の
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、

9
月
補
正
日

日
予
算
関
連
議
案
で
は
、
麓
山
地
区
立
体
駐
車
場
建
設
位
関
わ
る
予
算
議
案

1

件
に
つ
い
て
反
対
し
ま
レ
た
が
‘
市
提
出
議
案
は
す

M

M
べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

2

件
の
請
願
の
う
ち
、
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
い
い

叩
れ
た1
件
の
請
願
(
旧
豊
田
貯
水
池
を
活
用
し
治
水
対
策
の
強
化
を
)
に
つ
い
て
、
共
産
党
市
議
団
は
、
本
会
議
で
採
択
賛
成
の
日

日
討
論
を
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た

0

・

.
M

M

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
①
岡
田
議
員
と
高
橋
議
員
の
一
撃
問
、
②
定
例
会
期
間
中
に
市
当
局
よ
り
提
案
さ
れ
た

2
件
川

の
施
策
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

，I.~ ， 1 ・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
-
策
院
つ
い
て

質
問
;
第
6

波
の
感
染
拡
大
に
そ
な
え
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
医
療
機
関

や
宿
泊
療
養
施
設
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
医
療
体
制
の
確
保
泣
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
措

法
に
基
づ
き
県
の
対
応
で
あ
る
が
、
8

月
か
ら
入
院
病
床
を
却
床
増

，
や
し
6
3
7

床
に
、
9

月
か
ら
宿
泊
療
養
施
設
を1
0
0

室
増
や
b

5
0
3
室
に
改
善
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
郡
山
医
師
会
と
連
携

し
、
入
院
病
床
の
確
保
や
新
た
な
受
け
入
れ
医
療
機
関
の
拡
.
充
に
努

め
て
い
く
。

質
問
;
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
を
し
た
市
民
、
県
外
か
ら
の
帰
省
者
・

入
郡
者
を
対
象
に
・P
C
R
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
郡
山
駅
の
協
力
を

仰
ぎ
、
駅
構
内
に
P
C
R

検
査
実
施
施
設
の
設
置
を
!
ま
た
-
一
希
望

者
が
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
P
C
R

検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
体
制

の
整
備
を
!

答
弁
;
駅
構
内
の
検
査
施
設
設
置
に
は
、
医
療
関
係
者
等
の
人
員
や

受
検
者
の
待
機
場
所
の
確
保
等
謀
題
が
あ
る
。

希
望
者
の
P
C
R

検
査
に
つ
い
て
は
、
市
内
1
0
7

か
所
の
医
療
機

関
で
医
師
の
判
断
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
保
健
所
や

県
の
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

漏
電
、
器
粛
軍
れ
れ
の
繍
働
制
鹿
に
つ
い
て
一

質
問
;
こ
の
間
《
支
援
制
度
を
設
け
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
。

片
耳
目
i
m
万
円
と
高
額
な
こ
と
、
.
社
会
的
活
動
に
参
加
す
る
上
で

の
必
需
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
市
に
よ
る
補
助
制
度
の
新
設

が
緊
急
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
唱

答
弁
;
補
聴
器
の
購
入
及
び
修
理
に
か
か
る
費
用
が
、
中
程
度
難
聴

の
高
齢
者
に
と
・
つ
で
重
い
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
国

も
難
聴
が
認
知
症
発
症
の
危
険
因
子
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
補
助
制
度
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

会
計
年
鹿
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
え
伊

質
問
;
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
に
移
行
し
た
常
勤
嘱
託
職
員
の
休
眠
制
度

が
改
悪
さ
れ
た
の
は
、
正
規
職
員
と
の
均
等
待
遇
と
ば
言
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。

.
'
t
p
-

答
弁
;
総
務
省
よ
り
指
示
さ
れ
た
事
務
処
理
マ
エ
ュ
ス
が
に
よ
れ
ば

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
は
、
国
の

非
常
勤
職
員
と
の
間
に
権
衡
を
失
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
J
本
市
の
場
合
、
国
・
・
県
と
の
均
衡
に
配
慮
し
て
勤
務
条
件

を
整
備
し
た
。

質
問
;
国
家
公
務
員
の
非
常
勤
職
員
に
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
が
、

市
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
支
給
さ
れ
な
い
の
は
、
差
別
待
遇
で
涼
・

な
い
か
?

答
弁
;
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
勤
勉
手
当
は
「
支
給
し
な
い

こ
と
を
基
本
」
と
さ
れ
で
い
る
。
同
時
に
「
検
討
課
題
と
す
べ
き
も

の
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
現
在
の
と
こ
ろ
改
正
予
定
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

質
問
・
;
公
立
保
育
所
の
非
正
規
調
理
員
の
勤
務
が
一
日2
時
間
短
縮

さ
れ
、
業
務
に
支
障
が
出
て
い
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
保
育
施
設
の
調
理
現
場
は
、
午
前
工
0

時
の
お
や
つ
、
.
・
昼

食
、
午
後
3

時
の
お
や
つ
の
時
間
帯
が
特
に
人
‘
員
を
.
必
要
と
す
右
こ

\
と
か
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
を
1

名
、
繁
恰
と
な
石
一
時
間
帯
の
た
め
・

に

d・1
1・
タ
イ
ム
職
員
2
名
を
配
置
し
て
い
る
。
な
お
、
調
理
員
は
貯
.
・

務
員
兼
務
で
あ
る
が
、
用
務
分
野
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
保
育
支
援

者
と
巡
回
環
境
整
備
員
を
あ
ら
た
に
配
置
し
た
。

書
士;

客
:混

善・

つ.

て
.ザー

質
問
;
保
育
士
不
足
と
多
忙
化
が
保
育
職
場
の
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
職
場
の
正
規
職
員
の
比
率
を
高
め
る
将
来
構
想
が
必
要
で
は

な
し
カ

答
弁
;
本
年
4

月
1

日
現
在
、
本
市
公
立
保
育
所
で
は
正
規2
1

3

名
、
非
正
規
1
5
0

名
。
所
長
及
び
副
所
長
、
ク
ラ
ス
の
主
担

任
は
正
規
職
員
が
担
う
な
ど
の
役
割
分
担
を
行
っ
て
お
り
、
正
規

職
員
の
比
率
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る

γ

質
問
γ

長
期
間
据
え
置
か
れ
て
い
る
保
育
士
の
配
置
基
準
の
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
?

答
弁
;
現
在
の
基
準
は
ユ
9
9
8

年
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
、
保

育
ニ
1
1

ズ
の
多
様
化
、
保
育
士
の
業
務
負
担
の
増
大
と
い
う
側
面

は
あ
る
が
、
保
育
土
不
足
の
現
状
、
今
後
の
こ
ど
も
人
口
の
減
少

な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
保
育
士
配
置
基
準
の
改
定
を
国
に
求
め
る

こ
ど
も
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

c 

学
棟
割
司
書
の
市
職
寅
化
に
し
つ
い
て
/ 

質
問
;
学
校
司
書
の
報
酬
を
半
額
保
護
者
負
担
で
賄
う
と
い
う
法

律
違
反
と
も
い
え
る
や
り
方
は
す
ぐ
.
に
も
中
止
し
、
全
額
市
の
負

担
に
移
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
;
各
学
校
の
校
長
に
よ
る
学
校
司
書
の
聞
き
取
り
調
査
を
行

う
と
と
も
に
バ
懇
談
会
で
の
検
討
、
関
係
団
体
と
の
協
議
な
ど
を

重
ね
、
検
討
し
て
.
い
く
。

3~之糾恥¥ 

先
の
6

月
議
会
で
可
決

(
日
本
共
産
党
は
反
対
〉

さ
れ
た
「
市
営
住
宅
管
理

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
」
す
る
施

策
が
、
導
入
段
階
で
行
き
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
指
定
管
理
者
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
初
年
8

月
に
事
前
サ
ウ
ン
デ
イ
ン

グ
(
市
場
調
査
)
や
今
年7
月
の
申
請

予
定
者
か
ら
の
質
問
受
付
・
回
答
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
・8
月
初
日
の

，
申
請
書
の
受
付
に
提
出
者
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、

申
請
を
見
送
っ
.
た
理
由
と
し
て
「
提
示

さ
れ
た
指
定
管
理
料
の
上
限
内
で
は
、

収
益
を
確
保
し
つ
つ
安
定
的
に
.
運
営
す

る
の
が
難
し
い
」
「
市
内
に
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
地
元
業

者
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
中
で
コ
ス
ト

メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
の
は
難
し
い
」

と
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
指
定
管
理
料

の
算
定
方
法
の
再
検
証
、
予
算
内
で
の

仕
様
の
見
置
し
な
ど
、
再
度
検
討
す
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
郡
山
市
の
提
示
し

た
指
定
管
理
料
は
先
行
他
市
と
比
較
し

て
も
決
し
て
低
い
金
額
で
は
な
い
た

め
、
制
度
導
入
の
根
本
が
否
定
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
制
度
導
入
は
、
き

っ
ぱ
り
と
断
念
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

・
な
い
で
し
ょ
う
か
。

岡田哲夫

宙・FAX 935-8188 

;市議会だより
No.144 2021 年1-0 月号
日本共産党郡山市議団
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l 案。のぢももみはい 4 プに今い~I
さヤ給、う疑開-、ま、 つ定じ |是

: (託の養来 1 開始 12 す 8 利い街晴 I '!~' 
'，'j.・る問調年件の前月が 0 用て会 1;:l1!'J'

・1 ・ こ題理 4 は芦に議、む料の中{舎
f とも員月、が議会多円金提 I.~， I 
に.、をか・保あ会にくにの案こ|町平

! な 12 退ら育がに条の引引がど川ζ:
i り月職 3 所つ知例利きき共も ι
.ま議不かの・てら案用上上産部 l'珪

l す会補所調おせが者・げげ党かい零
。・に充で理りる提がる(市ら卜の
債と実業、と出月)現議令|孟
務し施務 12 いさ 1 で行団和|既，
負てす，の月うれ.、す料に 4 1 

担、る民議意決 1 。金あ年 1' 1!
行民予開会味定 0 同月り度|守.，
為間定委ででさ 0 時 3 まか|丘
補会で託の提れ円に しら川午
正社すで焦案るの減 7 た実|の
予に。す点がこ負免 o 施卜孟
算委具。のさと担制 o 1 し I~
議託体 25 ーれに増度円件た 1.
案す的あつまなにををはい ltil
とるにるとしりな導工、と司=
しこは公なたまり.入.放い川司
てと、立り 。す・ます 3 課う 111
.、に現保ま他市5 ずる倍後 2 ド苫宮
正な在育す会・、。.とに児件ド?;
式.り市所。派申正はあ童の 1
にま雇の かし式したク施

~~) 

h
H
2べ
回
一
ナ
累
都
支
混
信
付
金
、

援
策
に
つ
い
て
・

市
民
生
活
支
，

・

，~. 

2021年10月

て
い
る
こ
と
、
磐
城
守
山
駅
か
ら
郡
山
駅
ま
で
叩
分
で
移
動
で
き
る
こ
と
な
ど
他
の
交

通
手
段
が
利
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
郡
山
駅
ま
で
の
延
伸
と
ば
な
っ
て
い
な
い
。

質
問
;
路
線
パ
ス
の
利
用
促
進
策
と
し
て
、
高
校
生
の
パ
ス
定
期
券
の
購
入
費
補
助
、

障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
利
用
者
の
通
勤
費
補
助
、
高
齢
者
共
通
利
用
券
の
利
用
範
囲

の
拡
大
、
花
議
以
上
の
無
料
化
な
ど
積
極
的
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
1

福
島
交
通
独
宙
で
・
、
.
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用
可
能
な
お
得
な
料
金
設
定

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
花
歳
以
上
高
齢
者
の
「
ノ
ル
カ
パ
ス
布
」
は
ロ
か
月
利
用
で2

3
、
・

0
0
0

円
で
あ
り
、
共
通
利
用
券
8
、

0
0
0

円
を
使
え
ば
、
1

か
月
1

、

2
5

0

円
で
乗
り
放
題
と
な
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
「
郡
山
総
合
都
市
交
通
戦
略
協
議
会
」

で
議
論
し
て
い
く
。

わ
し
智
薗
が
進
む
薦
出
立
体
感
竃
一
揖
健
闘
す
る
寝
間
点
一
げ

質
問
;
麓
山
地
区
立
体
駐
車
場
は
原
則
存
料
と
さ
れ
て
い
る
が
、
有
料
の
対
象
を
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ス
ム
ー
ズ
な
入
出
庫
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
検
討
レ
て

い
る
の
か
。

答
弁
;
有
料
化
の
対
象
は
、
麓
山
地
区
の
公
共
施
設
利
用
者
以
外
の
方
、
一
定
時
間
を

・
超
え
て
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
を
想
是
し
て
い
る
。
な
お
、
立
体
駐
車
場
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
麓
山
地
区
5

公
共
施
設
連
絡
会
等
で
辺
年9
月
を
目
途
に
検
討
し
て
い
く
。
ス

ム
ー
ズ
な
入
出
庫
に
つ
い
て
は
、
県
庁
駐
車
場
の
事
例
な
ど
参
考
に
す
る
が
、
車
番
認

証
装
置
な
ど
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

質
問
-
v立
体
駐
車
場
の
発
注
に
あ
た
っ
て
元
請
は
地
元
企
業
、
下
請
け
も
地
元
企
業

の
優
先
使
用
を
条
件
と
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か

答
品
計
・
;
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
立
体
駐
軍
揚
を
建
設
で
き
る
会
社
は
、
一
般

社
団
法
人
日
本
自
定
式
駐
車
場
工
業
会
の
会
員
会
社
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
郡
山
市
に
本

店
を
有
し
て
い
な
い
。
下
請
け
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
受
注
者
の
判
断
に
よ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

も
っ
た
い
な
い
、
臨
時
駐
車
場
は
そ
の
ま
ま
使
用
継
続
を

質
問
;
立
体
駐
車
場
建
設
工
事
期
間
中
の
代
換
え
駐
車
場
と
し
て
豊
田
浄
水
場
跡
地
に

臨
時
駐
車
場
を
設
け
る
た
め
芳
算
4
6
8

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
利
用
期
間
は
工

事
期
間
中
と
な
っ
て
い
る
が
、
せ
っ
か
く
税
金
を
使
っ
て
整
備
す
る
の
だ
か
ら
そ
の
後

も
暫
定
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
は
。

答
#
;
利
用
期
間
の
延
長
は
考
え
て
い
な
い
。

み
怠
し
道
路
工
事
の
迅
速
佑
を
求
め
て

質
問
;
み
な
し
道
路
の
整
備
を
求
め
る
声
が
共
産
党
市
議
団
に
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

令
和
2

年
度
で
見
て
も
用
地
買
収
1
1
3

件
に
対
し
道
路
工
事
が
.
釘
件
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
予
算
規
模
で
は
工
事
が
追
い
付
か
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
工
事
予
算
の

増
額
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
み
な
し
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
予
算
措
置
に
つ
と
め
、
迅
速
化
を
図
っ
て

い
る
。
申
請
が
な
さ
れ
て
か
ら
工
事
着
手
ま
で
は
一
般
に
1

年
半
か
ら
2
年
程
度
を
要

し
て
い
る
。
申
請
者
に
対
し
て
工
事
の
見
通
し
な
ど
の
状
況
を
説
明
し
て
い
く
。

水
み
な
L

道
路
と
は
・
・
幅
が
4
m
未
満
の
道
路
で
、
建
築
基
準
法
第
位
条
2

項
の
規
定
に
よ
り
道

路
で
あ
る
こ
と
を
「
み
な
す
」
と
さ
れ
た
道
路
の
こ
と
。
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別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名
d 

⑧ を診 高橋唱
日本共産党郡山市議団

1)  、

区 分 事 由 費 目 金 額 , 11' 計

交通費 旅費
、

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 t 振込料

会場費 講師謝金

出馬者負担金・会費 交通費 r 

2 研 イ島 費 旅費 自動車燃料費

F 

資料作成費 食糧費

振込料

会揚費 交通費

自動車燃料費 資料作成費 r 

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む) 掲ワ載ェ代プ.ページ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴、 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代
‘. 

振込料

‘ . 

交通費 旅費

要請
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 120 翻訳料
7 資料作成費 コピー代

筆耕料
120 

振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 車読問料(日刊紙) 雑誌等購読料

有等料利デ用料ータベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 {牛 費

振~料
、，

備品購入費 事リ務ー機ス器代等

10 事務所・費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信訪車運燃搬料
電話料等(按分) 郵便料等t

11 自動 費 自(按動分車燃)料費 その他

支出年月日 2021年11感動 現金出納簿
18 合計

F 

120 支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号， • 1 8 

費目名

印支刷出製費目場、争記7入 『

、

支出目的 ……・..-・--，一一一一一一一一…………一一...._........・-…、同町一一一一一，一一一一一一_..・-一一一一一..….一一一一J一一.._......・-一一

コピー費用
(支出事由) , 

/ t 

ト一一コ一一ピ~“ー一費一一一用ー一一7一月一一~一一一9一一月一一一分一一の一一支」一払一一-い...l..__ー
内 。r.'=

' 一一-一一"--一一.一一喝ーー-・-…一暢-崎町一一山由山崎山"“一騎崎一喝_.，;-一一一一一ー一一一ー一一・叩同一一一一一一一一世--一一一回 . 一一一ー

『

支出年月日 支 出 先 支『出金額

，2021年 , 

二英堂事務機株式会社 120 円
11月 8 日

j 
1" , 

上記のとおり支出します。

高橋善命議員氏名

i
l
l
.
1
1
1
1
1
 

ふ!浮最長jth:jLiijjおiijJi 様
下記の通り領収致しました

計

30-NQ 002855 領収書

令和苧械 3 年 (1 月 c?-日

額 l 摘要
ロ
ロ口 単価|金

ゴ

消費税額

"ð、
口 計

一.".ー--一

、

i
j
'
t
t
i
p
-
-

i
-

ー

l
i
l
i
-
-6

4

l

i

t

i

-

-



• 

• 

主
目

=
=
ロ 求 霊童

Eヨ

令和ヲ年 '0 月比日

日本共産党郡山市議団 様

7'8~のièJV gffJ}(Bレ&90

合計金額 判 20. ー
ゆ~みJ

ロEコロ 名 敏量 単位 単価 金 額

モノクロ 45 枚 0.495 22 
7 月分 複写サービス料金

カラーー 。 枚 5.3273 。

モノクロ 。 枚 0.495 。

8 月分 複写サービス料金
カラー 。 枚 5.3273 。

モノクロ 198 枚 0.495 98 
9 月分 複写サービス料金

カラー 。 本文 5.3273 。

. . 

消費税及び地方消費税を加算しだ価格です。

4Cb 3 計 120 

備考

NO.042-2 



別記第 1 号様式 支 出調 書

日木茨手ら吃 代表者 経理責任者 t 起案者

会派名. を参 @ 日お婦読者会ミ主 @ 番手心ゑ議;tB 、

. . 
区・分 事 由 費 目・金 額 小計

交通費
、

旅費

l調査研究費 自動車燃料費 -資料作成費
‘. 

‘ 
調査委託費 振込料 .J 

，同

.、

1 

会場費 講師謝金
, 

. 

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費 、

J ‘資料作成費 食糧費

'‘ 
振iヰ料

、

• 会場費 交通費
E 

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料 I折込科含む) 白 ウ掲載ェ代プページ
.' , 

, , '・. 茶菓子代 振込料
.. 

、

会場費 交通費

4 広、聴 費 自動車燃料費 資料作成費
.砂

、

茶菓子代 臨み事f. 

主塩
交通費 旅費

義提言動会 自動車燃料費 資料作成費
. 、

、

振込料 円

" 
、

-. .て・'1fY:~<?" /"' 

会場費. ・.
.. 突通費

' 

6 会 議費 自動車燃料費 資料作成費,. 

振込料;
B • \ー -司刷製本費 ー翻訳料

7 資.料作成費 、

、 筆耕料 振込料
・

t 

'. 

法規追録代 参考図書代. 、
目.

購宥新等鴨利読聞デ用料〔ー料日タ刊4紙占)ス
J , 

8 資料購入費 fe;21￥信雄J
雑誌等購読料; ぷ向。 ・ .・・、 � ・ , 

振込料. t).e合-Ð
.'.相・b・'，. ,- ノ

賃金 社会保険料等 L 

9 人 T牛.費
: 振込料

備品購入費 事リ務ー欄ス代器等
、

、

.10 事務・所費 . 消耗品等事務費 印刷代

振込料. 配送手数料 、

, , 

通s動信車運燃搬料. ・
童話料等(按分) 郵便料等

11 
自費 、自，(按動分車燃).料費 その他

、

支出年月日 ~O J- ， 年{ l 月 ( r 日 現支金出出幸納簿
番号

A 一一一

ノデ
合-計 ~ðOð 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

--, , , 
.. I 

区 分 ※該当する区分に0印 費 目 名

1 調査研究費住研修費 I 3 広報費.\ 4 広聴費
三7輔鵬活動虞 i 会 z 議費 i 才一資料作成費 tGJ資料購班、?

雑誌扇議事F

10 事務所費- 1~ 通信運搬宙自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入

| 曾ピ白岳山守主 1 蟻薮;弘 一一
支出目的 、

(支出事由) トー一一…一一一一一“町一一一一一."一一一一一一一一一{……四・~一一一一一叫・司守一ーャー一一一一一一一ー司叩回目"・四一--~ー『

r 

季刊百:包凶:車1 制ξ を8&全
" 

ー・，

I _ t .、

回目

内 容 \よ付金う盛Jbr入交弘\， / 

一.一一・

‘ 
、 t

司、

. • 支出年月日 支 出 先 支出金額

1..0 'l...~年l・ 1月(\日
害;心手官民斜イ腕Ba

とみùo~7J 円

‘ ‘. 

上記のとおり支出します。

' 
議員陥免職議段差益

九一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

e.ll 

l慌文 、 λ | も

‘ 

; 、印紙|も

B却日 、忌 -一 3、~ ‘匂M 

女

但、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよう仁貼イ守してください白
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください白



b
ヘ

4
淵
寸

特
集
ジ
ェ
ン
ダ
I

平
等
と
自
治
体

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダl
平
等
と

地
方
自
治
体
の
課
題

辻
村
み
よ
子
(
東
北
大
学
名
誉
教
捜
・
弁
護
士
)

自
治
体
職
場
に
お
け
る
女
性
活
躍
と

ジ
ェ
ン
ダI

平
等
の
実
現
に
向
け
て

清
山
玲
(
茨
城
大
学
教
授
)

コ
ロ
ナ
一
禍
、
深
刻
化
す
る
女
性
の
貧
困

ゆ
尾
曙
美
(
中
央
大
学
助
教
)

L
G
B
T
/
 

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
人
権

谷
口
洋
幸
(
青
山
学
院
大
学
教
授
)

自
治
労
連
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダI
平
等
の

実
現
を
的
さ
し
て

田
頭
愛
美
(
前
自
治
労
連
中
央
執
行
委
員
)

自治労連・唾方自治問題研究機構
ji鑄iroren Institute of Local Government 

nO. 

85 

季
刊
自
治
と
分
権
第
師
号
ニ

O
二
一
年
一
O
月

-
O
日
発
行
(
年
四
回
1

・
4

・
7

・

税込

大月書店の最新刊
東京都文京区本郷2 ・ 27-16 電話03 (3813)4651(代〉

メルマガE信中 www.otsukishoten.co.jp 

「日韓J のモヤモヤと
大学生のわたし
加藤圭木監修

一橋大学社会学部加藤圭木ゼミナール編

K-POP 宇どをきっかけに韓国に興味をもち日韓関係の歴
史を学び始めた学生たち。しかし、ネットや家旋・友人の
言葉になんだかモヤモヤ。それはなぜか、自問し、語りあい、
モヤモヤの根源を探りつつまとめた日韓関係「超」入門書。

食 Amazonベストセラー 1 位! (r朝鮮半島のエリアスタテ'ィ J 9/10) A5判・ 1760円

扮?壁掛f

aiZ辞

人板俊輔さん

-私たち誰もが「悪意なき差別者J になりうる一一韓国で16万部のベストセラ田邦眼

差別はたいてい
悪意のない人がする需拡段h
キム・ジヘ著予恰景訳 あらゆる差別は、ありふれているからとそ見え
老い。日常にひそむ排除に気づき、真の多様性と平等を考えるための思索的
エッセイ。 46判・ 1760円

.野球はなぜ戦後もベースボールと呼び名が変わらなかったのか?

白球の「物語」を巡る旅
コンテンツツーリズムから見る野球の r聖地巡礼」

増淵敏之著 ベースポーノレはなぜ戦後も野球と呼ぽれ続けたのか。地械と
野球の密接左結びつきを「聖地巡礼」の旅から紐解く。 46判 J・

ISBN978同4・272・79185・9

C0331 ￥1000E 

定価1100円(税10%)

大月書店



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名
告診 包参 高橋善肇

日本共産党郡山市議団
区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

¥-
調査委託費 援込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料{折込料含む) 掲ウ載ェ代ブ‘ベージ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 蓑 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
s 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有等利料デ用料ータベース 振込料
/ 

賃金 社会r保険料等
9 人 件 費

振込料
、

備品購入費 事リ務ー機ス器代等

10 事務所費 プリンターインク代 消耗品等事務費 3, 740 印刷代 3740 

振込料 配送手数料

11 通自動信車運燃搬料費・
電話料等(按分) 郵便料等

‘自〈按動分車燃1 料費L その他

支出年月日 2021年11月 24 日 現支金出出番納号簿 遅ぇ発。 合計 3, 74'0 
.‘・...・・v



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
ぇ ρ

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

土器 lJ盟諸44 広8 資料購入費 消耗品等事務費

支出費目を記入

支出目的 一一一一一… _..・ーー・ー由旬ー"向L句山崎ゅー--伺帽由却炉・・命個目輔自-・・ー------ー由旬均・・明細胞開明帽胃-----由・ω叩伺~-・-舗網_.ι--・ー-司働帽m・p・-・叫・・ー---司町田-ーーーー・・・ーー・・・ー・"ー・・・ーー-“"・---崎"

プリンター用インク購入
(支出事由) 一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一

キャノン製プリンターインクカートリッジ購入
一……一一一…一…一一一一…----…一一一一一一向・・-一一一一一一.-.-.-":'-，..._-_...，..-，--叩

内 令H才~

トー炉ーー--司一一一一抱一町由一ー一旬 - }一 一一一……• '支出年月日 支 出 先 支出金額

2021年
株式会社 ユニットコム 3740 円

11月 24 日
、

上記のとおり支出しますロ

高橋善治観議員氏名

支出番号
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付しでください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理粟J に貼付してください。
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別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 ミ参 信設 高橋善種
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙} 報告書等印刷費

送料〈折込料含む) 掲ワ載ェ代プペ〕ジ

茶菓子代 振込料

会場費. 交通費

41'広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要 活請5 陳{育動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費
新聞(日刊紙) 雑誌等購読料
購読料

有等利料デ用ー料タベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 事リ務}機ス器代等

ケ議10事務所費 文具類 消耗品等事務費 1, 750 印刷代

振込料 配送手数料
.. 

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等 、

11 自動車燃料費 自(按動分車燃)料費 その他

支出年月日 '2021年12月 7 日
現金出納簿

合計 /フ仰崎玲支出番号 み(



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号み!

区 分 ※該当する区分にO印 費 自 名

消耗品等事務費

支出費目を記入

支出目的 一一一一一一一一一一一一一…一一一…一一一一一-一…一一一……一一一

文具類購入
(支出事由) 幡市ω 白白“一・ 申叫伽R叩伊山由--嶋崎司町甲町四一戸.向山町一・・時停叫ん一._...... ・h・e・・

一一一一._-・"---"-'一一一一四一一一一

バインダ一等

内 容
一一一、一一a 一一一

支出年月日 a 支 出 先

2021年
株式会社 ピバホーム

12月 7 日

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名
、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

…一一一…

一一一一…

支出金額

f餅ョ

高橋善治働

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



別記第11号様式 . r 意
領 収書 等整 主里J 票

1 l領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
a ・』・

H巴品"..n~ I\.Y 1mm I 

瀦

=豊叩

• |鵡 i

2021年12月 7 日(火) 15:13 

，・，、- 0007 J?3BS)四トキャ~I\.À
4901480070209 

単414/.)  半1383偶
0007Fì阿I~A4S 10P膏
4977564432119 

、. 単368 2り1闇2 単736
0007 中紙あ OP GR 単218• 2976537984008 
0007 中紙あり20P RED 単218

レ E74g ねを 29765379920Q3 
4263 p~、、娘夫 約

九、~ 務来七否、、

小外(計剣税執柵101.0似十.BZi向B対点調議持脚繍
単1 ， 591
制， 591:

半159
半159

現言十 ￥1.750 
お預り ￥2.000 
お釣り ￥250 

返1ト品週なは間し必以の内ず返で品レシおはー鳳お トをお持ちにな 1いします白レシ-
時間が掛りますe

、

"・ー

※複数の領収書'等を貼る場合ほ、.重なちないように貼付してください。
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